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慶
林
坊
日
隆
（
一
三
八
五
’
一
四
六
四
、
以
下
隆
師
）
の
著
述
は
、
法
華
経
本
門
八
品
を
主
軸
と
し
、
日
蓮
聖
人
二
二
二
二
’
一

二
八
二
、
以
下
聖
人
）
遺
文
を
面
、
天
台
三
大
部
本
末
を
裏
と
し
て
天
台
教
学
と
日
蓮
教
学
と
の
相
違
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
台
当
異
目
が
そ
の
著
述
の
主
た
る
課
題
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
、
こ
の
よ
う
な
教
学
思
想
が
主
張
さ

れ
る
背
景
に
は
、
日
蓮
教
学
の
研
錨
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
天
台
大
師
智
顎
（
五
三
八
’
五
九
七
、
以
下
智
瀕
）
や
妙
楽
大
師
湛
然

（
七
二
’
七
八
二
、
以
下
湛
然
）
等
と
い
っ
た
天
台
教
学
研
錨
の
姿
勢
が
見
逃
せ
な
い
。

一
方
、
日
本
天
台
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
日
本
天
台
宗
の
元
祖
と
な
る
伝
教
大
師
最
澄
（
七
六
七
’
八
二
二
、
以
下
最
澄
）
以
来

の
上
古
日
本
天
台
を
始
め
と
し
て
、
中
古
天
台
に
お
け
る
天
台
教
学
の
咀
噌
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
実
際
、
隆
師
の
著
述
を
紐
解
く

と
、
慈
覚
大
師
円
仁
（
七
九
四
’
八
六
四
、
以
下
円
仁
）
や
智
証
大
師
円
珍
（
八
一
四
’
八
九
一
、
以
下
円
珍
）
、
五
大
院
安
然
（
八
四

一
’
九
○
三
ｌ
、
以
下
安
然
）
等
と
い
っ
た
、
平
安
時
代
初
期
以
降
の
日
本
天
台
宗
諸
学
匠
の
著
述
が
積
極
的
に
研
鐡
さ
れ
て
い
る

（
１
）

こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
隆
師
の
著
述
を
概
観
す
る
時
、
天
台
密
教
（
台
密
）
の
立
場
を
構
築
し
た
と
さ
れ
る
諸
師

に
つ
い
て
、
隆
師
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
が
改
め
て
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
天
台
宗
延
暦
寺
第
五
代
座
主
で
、

（
２
）

天
台
宗
寺
門
派
の
派
祖
で
あ
り
、
円
仁
と
同
様
に
天
台
密
教
の
一
系
列
を
形
成
し
た
円
珍
に
つ
い
て
注
目
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た

め
の
研
究
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
日
本
天
台
教
学
史
上
に
お
け
る
円
珍
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
概
観
し
、
次
い
で
隆
師
の
著
述
よ

り
円
珍
の
著
述
に
つ
い
て
抽
出
を
試
み
、
隆
師
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
引
用
が
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

一
問
題
の
所
在
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隆
師
が
円
珍
の
著
述
を
ど
の
よ
う
に
引
用
す
る
の
か
を
考
察
す
る
前
段
階
と
し
て
、
円
珍
は
日
本
天
台
教
学
史
上
、
ど
の
よ
う
に

評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
ま
ず
、
島
地
大
等
「
天
台
教
学
史
」
、
上
杉
文
秀
「
日
本
天
台
史
」
、
浅
井
圓
道
「
上
古

日
本
天
台
本
門
思
想
史
」
等
と
い
っ
た
先
行
研
究
を
概
観
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

差
に
於
て
か
円
珍
の
本
意
た
る
や
畢
寛
顕
劣
密
勝
に
あ
り
と
謂
は
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
る
。
さ
れ
ど
若
し
一
歩
退
け
て
こ
れ
を

他
面
よ
り
見
る
時
は
、
「
大
日
経
指
帰
」
の
文
は
既
に
大
日
一
経
を
方
等
部
に
摂
す
べ
し
と
す
る
唐
土
の
老
宿
が
所
説
を
破
す

る
の
余
勢
を
駆
っ
て
以
て
斯
る
勝
劣
判
を
な
し
国
に
非
ざ
る
無
き
や
を
思
は
ざ
る
を
得
ず
。
乃
ち
「
顕
密
一
如
本
仏
義
」
の
文

に
之
を
証
す
る
に
、
円
珍
は
既
に
顕
教
の
三
身
殊
に
法
華
の
無
作
三
身
を
以
て
大
日
の
三
身
と
同
一
視
し
、
此
の
二
全
く
同
に

し
て
殊
異
に
あ
ら
ず
と
謂
へ
り
。
故
に
此
の
立
脚
よ
り
し
て
円
珍
の
意
志
を
更
に
深
く
探
求
す
る
と
き
は
、
直
に
以
て
顕
劣
密

勝
を
主
張
し
た
り
と
は
断
じ
難
く
し
て
、
寧
ろ
円
仁
が
所
謂
る
事
理
二
密
の
判
を
襲
用
し
た
り
と
す
る
も
、
而
も
顕
露
の
勝
劣

（
３
）

を
分
別
し
た
り
と
は
云
ふ
く
か
ら
ざ
る
べ
し
。

ま
ず
島
地
大
等
氏
に
よ
る
と
、
円
珍
の
本
意
と
し
て
顕
劣
密
勝
で
あ
る
と
す
る
一
方
、
他
方
面
よ
り
み
る
と
、
法
華
経
の
無
作
三

身
を
も
っ
て
大
日
の
三
身
と
を
同
一
視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
た
だ
ち
に
顕
劣
密
勝
を
主
張
し
た
と
結
論
づ
け
る
こ
と
に
難
色
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
事
理
二
密
の
判
を
兼
用
す
る
面
も
見
ら
れ
る
た
め
、
顕
露
の
勝
劣
を
分
別
し
た
も
の
で
は
な
い
と
言
い
切
れ
な

し
て
い
る
。
ま
《

い
と
し
て
い
る
。

次
に
上
杉
文
秀
氏
に
よ
る
と
、

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

二
近
代
日
本
天
台
教
学
史
研
究
に
お
け
る
円
珍
の
評
価
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慈
覚
の
顕
密
二
教
を
相
承
す
る
外
に
別
に
新
し
い
名
目
を
列
ね
て
を
ら
ぬ
け
れ
ど
も
、
其
解
釈
に
至
っ
て
は
梢
審
か
に
す
る
こ

と
を
得
た
。
即
ち
大
日
経
を
方
等
部
に
摂
す
る
唐
朝
の
説
に
は
甚
だ
嫌
た
ら
ず
と
し
て
、
広
く
之
を
論
じ
て
、
大
日
経
は
終
窮

の
極
説
、
無
上
の
法
門
で
あ
る
と
し
て
、
慈
覚
の
一
大
円
教
の
名
を
襲
用
し
た
。
更
に
一
行
の
釈
に
よ
っ
て
其
経
文
を
差
排
し

て
、
人
空
・
法
空
・
第
一
義
空
・
仏
性
一
乗
秘
密
と
し
、
之
を
次
で
の
如
く
阿
含
・
方
等
・
華
厳
般
若
大
日
に
配
属
し
、
終
に

仏
性
一
乗
を
顕
説
す
る
法
華
浬
藥
よ
り
も
、
秘
密
の
大
日
経
を
以
て
諸
経
の
上
位
に
置
き
、
頓
覚
成
仏
、
入
実
相
の
法
門
は
唯

是
れ
此
の
大
日
経
に
あ
り
と
し
た
の
で
あ
る
。
然
れ
ば
智
証
大
師
は
法
華
と
大
日
と
を
融
曾
し
て
、
顕
密
一
致
と
い
ふ
所
は
伝

教
大
師
を
承
く
る
や
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
其
教
相
判
釈
の
上
に
来
っ
て
は
法
華
を
顕
教
の
部
に
属
し
て
、
独
り
大
日
真
言

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
秘
密
の
一
大
円
教
と
し
、
自
ら
法
華
に
対
し
て
勝
劣
を
判
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
実
に
智
証
の
慈
覚
よ
り
一
歩
進
め
た
る

、
、
、
、
、
、

所
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
か
く
て
飽
く
ま
で
一
行
を
承
用
し
て
か
の
空
海
の
十
住
心
を
排
斥
し
た
こ
と
は
、
又
自
ら
北
嶺
の
面

、
、
、
、

（
４
）

目
を
持
ち
天
台
一
家
の
教
相
を
守
っ
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

と
し
、
円
仁
の
顕
教
・
密
教
の
二
教
を
相
承
す
る
他
に
新
た
な
名
目
を
列
ね
て
い
な
い
が
、
法
華
経
・
浬
藥
経
よ
り
も
秘
密
教
で
あ

る
大
日
経
を
以
て
諸
経
の
上
位
に
置
き
、
法
華
経
と
大
日
経
を
融
合
し
て
顕
密
一
致
を
採
る
点
に
つ
い
て
は
伝
教
大
師
の
説
を
相
承

し
て
い
る
。
し
か
し
教
相
判
釈
の
上
で
は
、
法
華
経
を
顕
教
の
部
に
属
し
て
、
大
日
・
真
言
を
秘
密
教
の
一
大
円
教
で
あ
る
と
し
、

勝
劣
を
判
じ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
円
珍
が
円
仁
よ
り
一
歩
進
め
た
点
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
中
国
真
言
宗
の
祖

師
で
あ
る
一
行
（
六
八
三
’
七
二
七
）
の
説
を
採
用
し
て
、
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
’
八
三
五
、
以
下
空
海
）
の
十
住
心
を
排
斥
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
比
叡
山
の
面
目
を
保
っ
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

そ
し
て
浅
井
圓
道
氏
は
、
日
蓮
遺
文
に
円
珍
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

日
蓮
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
山
門
と
寺
門
と
の
間
に
は
不
和
が
続
い
た
が
、
円
珍
自
身
に
は
円
仁
に
対
す
る
対
抗
意
識
は
認
め

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）
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ら
れ
な
い
。
円
珍
は
寛
平
三
年
十
月
二
十
八
に
ち
の
遺
制
に
「
園
城
寺
は
延
暦
寺
末
寺
也
」
（
智
全
一
三
四
九
下
）
と
念
書
し
て

い
る
。
も
し
万
一
こ
の
遺
制
が
山
門
側
で
提
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
円
珍
は
著
作
の
随
所
に
或
時
或
処
の
講
義

を
引
用
し
、
そ
の
教
説
を
尊
重
し
た
か
ら
、
少
く
と
も
教
学
的
に
は
円
仁
へ
の
対
抗
意
識
は
な
か
っ
た
と
断
定
し
て
よ
い
。
故

（
５
）

に
円
珍
は
ひ
た
す
ら
円
仁
の
密
教
興
隆
の
大
方
針
に
賛
同
し
て
、
台
密
を
充
実
す
べ
く
終
生
努
力
し
た
の
で
あ
る
。

浅
井
氏
は
、
比
叡
山
と
園
城
寺
で
は
不
和
が
続
い
た
と
さ
れ
る
が
、
円
珍
は
円
仁
に
対
す
る
対
抗
意
識
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
円
珍
は
円
仁
の
密
教
興
隆
に
賛
同
し
、
台
密
を
充
実
す
る
た
め
に
尽
力
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
、
三
師
の
先
行
研
究
を
概
観
し
て
き
た
。
円
珍
は
教
判
に
お
い
て
顕
密
勝
劣
を
判
じ
た
と
さ
れ
る
一
方
で
、
法
華
経
と
大
日

経
を
融
合
し
顕
密
一
致
を
採
る
側
面
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
円
仁
と
の
教
学
の
差
異
は
あ
ま
り
認
め
ら
れ
ず
、
台
密
の
興

隆
の
た
め
に
生
涯
を
か
け
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
で
は
次
に
、
隆
師
は
円
珍
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の

か
を
、
実
際
に
隆
師
の
著
述
よ
り
辿
っ
て
い
き
た
い
。

前
項
に
お
い
て
日
本
天
台
教
学
史
上
に
お
け
る
円
珍
は
、
教
判
上
に
お
い
て
顕
密
勝
劣
を
主
張
す
る
一
方
、
法
華
経
と
大
日
経
を

融
合
し
顕
密
一
致
を
採
る
側
面
も
あ
る
こ
と
が
看
取
で
き
た
。
こ
こ
で
は
実
際
に
、
隆
師
が
円
珍
の
著
述
を
ど
の
よ
う
に
引
用
し
て

い
る
の
か
を
探
る
こ
と
で
、
隆
師
の
円
珍
に
つ
い
て
の
批
判
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
円
珍
の
著
述
に
つ
い
て
は
散
逸
し
て

伝
わ
ら
な
い
も
の
も
多
く
、
真
偽
問
題
も
孕
ん
で
い
る
た
め
、
真
偽
問
題
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
委
ね
、
隆
師
が
円
珍
の
著
述
と

し
て
引
用
し
た
も
の
は
一
応
、
採
用
し
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

三
日
隆
聖
人
の
引
用
す
る
円
珍
の
著
述
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ま
ず
、
隆
師
が
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
円
珍
の
著
述
は
、
管
見
の
限
り
、
「
阿
字
秘
釈
」
一
八
箇
所
、
「
寿
量
品
妙
義
」
三
箇
所
、

「
阿
若
集
」
一
四
箇
所
、
「
法
華
論
記
」
一
四
箇
所
、
「
授
決
集
」
七
箇
所
、
「
畔
支
仏
義
集
」
二
箇
所
、
「
玄
義
略
要
」
二
箇
所
、
「
法

華
嘱
累
問
答
」
一
箇
所
、
「
講
演
法
華
義
」
四
箇
所
、
「
円
多
羅
義
集
」
二
箇
所
、
『
添
品
法
華
科
門
」
一
箇
所
の
計
七
七
箇
所
を

（
６
）

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
列
挙
し
た
【
付
表
】
を
作
成
し
、
本
稿
で
は
こ
の
【
付
表
］
を
基
に
、
隆
師
の
引
用
が

特
に
多
く
見
ら
れ
る
「
阿
字
秘
釈
」
「
寿
量
品
妙
義
」
「
法
華
論
記
」
「
阿
若
集
」
『
授
決
集
」
一
円
多
羅
義
集
」
等
を
中
心
と
し
て
隆

師
の
引
用
箇
所
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

②
表
の
最
上
段
「
番
号
」
は
、
隆
師
著
作
の
引
用
文
に
通
し
番
号
を
施
し
た
。

③
「
円
珍
の
著
述
名
」
は
、
『
仏
書
解
説
大
辞
典
」
「
昭
和
現
存
天
台
書
籍
総
合
目
録
増
補
版
」
「
補
訂
版
国
書
総
目
録
」

等
を
参
考
と
し
、
真
蹟
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
（
真
）
、
偽
書
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
（
偽
）
、
真
偽
未
決
の
場
合
は
（
未
）
、

不
明
の
場
合
は
（
不
明
）
と
し
た
。
ま
た
、
孫
引
き
等
に
よ
り
引
用
典
籍
が
円
珍
以
外
の
場
合
も
引
用
文
を
提
示
し
て
い
る
。

④
「
該
当
頁
」
は
、
「
大
正
新
修
大
蔵
経
」
（
以
下
『
正
蔵
」
）
、
「
大
日
本
仏
教
全
普
」
（
以
下
「
仏
全
」
）
、
「
増
補
改
訂
日
本
大

蔵
経
」
（
以
下
「
日
蔵
」
）
、
『
恵
心
僧
都
全
集
」
（
以
下
「
恵
全
こ
の
該
当
頁
を
記
載
し
た
。
た
だ
し
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
、

又
は
該
当
頁
が
不
明
の
場
合
は
「
不
明
」
と
し
た
。

⑤
「
円
珍
の
文
」
は
、
隆
師
の
著
述
に
引
用
さ
れ
る
も
の
を
指
す
。
た
だ
し
引
用
中
、
異
な
る
表
記
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
④
の

①
隆
師
の
著
述
は
（
１
）
「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」
、
（
２
）
「
本
門
法
華
宗
五
時
四
教
名
目
見
聞
』
、
（
３
）
「
法
華
天
台
両
宗
勝
劣

抄
」
、
（
４
）
「
玄
義
教
相
見
聞
」
、
（
５
）
『
十
三
問
答
抄
」
、
（
６
）
『
私
新
抄
」
、
（
７
）
「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」
、
（
８
）
「
当
家
要

抄
」
、
（
４
）
「
玄
義

伝
」
を
確
認
し
た
。

〈
凡
例
〉

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

－118－



【
付
表
】
日
隆
著
述
に
み
え
る
円
珍
の
著
述
一
覧

典
籍
よ
り
引
用
し
た
。
な
お
著
述
名
の
み
の
引
用
の
場
合
も
そ
の
旨
記
載
し
た
。

⑥
「
日
隆
の
著
述
名
」
と
は
、
隆
師
著
述
の
出
典
箇
所
で
あ
る
。

⑦
「
日
隆
の
引
用
文
」
と
は
、
引
用
箇
所
を
掲
載
し
た
。

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

匹
巻
一
五
二
百

ａ
、
『
仏
全
一

腰
ｂ

全
」
錐

四
六
青

一
念
非
・
一
念
舌
即
是
レ

本
藷

墜
不
，

珊
畏

･二型｜

・斗

箪芙
機ボ

－119－

3 2 1
番
号

円
珍
の
著
述
名

該
当
頁

円
珍
の
文

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

今
隆
全
」
第
五
巻
三
五

頁
以
下
）

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
「
隆
全
」
第
五
巻
三
五

頁
）

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
「
隆
全
」
第
三
巻
一
八

二
頁
） 日

隆
の
著
述
名

行
者
己
心
の
観
心
の
「
一
念
非
一
念
即
是
久
遠
劫
」
の

「
本
迩
難
殊
不
思
議
こ
の
己
心
実
相
の
理
本
に
執
蒜

し
て
、
経
王
を
顕
す
事
本
に
迷
乱
し
た
る
習
ひ
損
ひ
の

学
者
は
か
、
る
こ
と
を
云
ひ
出
し
て
誘
法
を
起
こ
す
な

り

答
、
此
の
事
は
天
下
第
一
の
大
僻
見
な
り
、
此
く
の

如
き
学
者
等
、
事
の
本
迩
を
以
て
法
華
第
一
の
経
旨
を

顕
す
こ
と
に
迷
惑
し
て
、
「
本
門
と
云
ふ
は
、
一
念
非
二

一
念
一
即
是
久
遠
劫
、
無
量
非
二
無
量
一
即
是
一
刹
那
と

云
ふ
是
れ
真
実
の
顕
本
本
覚
な
り
、
さ
れ
ば
久
遠
の
二

字
を
「
モ
ト
ノ
マ
、
」
と
読
む
、
是
れ
最
上
の
口
伝
な

り 此
の
文
に
六
十
小
劫
と
云
ふ
を
開
通
顕
本
す
れ
ば
五
十

小
劫
な
り
、
五
十
小
劫
を
縮
め
ば
又
八
箇
年
な
り
、
八

箇
年
は
即
無
逓
劫
な
り
、
釈
に
云
く
、
一
念
非
二
｜
念
一

即
チ
是
レ
久
遠
劫
＄
無
量
非
二
無
量
一
即
チ
是
レ
ー
刹
那
ナ
リ
文

日
隆
の
引
用
文



■■■■■■■■■■■

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

－

ロ
目
見
淵
三
『
日
幽
所
一
△
了
麗
ノ
久
遠
跡

－120－

8 7 6 5 4

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

雪
隆
全
」
第
二
巻
三

四
三
頁
）

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
「
隆
全
」
第
二
巻
一

八
七
頁
）

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
「
隆
全
」
第
一
○
巻
四

二
九
頁
）

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

二
隆
全
」
第
六
巻
一
四

三
頁
）

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
「
隆
全
」
第
五
巻
三
七

七
頁
）

既
に
本
門
の
意
は
五
百
塵
点
即
一
念
、
一
念
即
五
百
微

塵
な
り
、
一
念
一
念
に
非
ず
、
即
ち
是
れ
久
遠
劫
、
無

量
無
量
に
非
ず
、
即
ち
是
れ
一
刹
那
な
り
、
何
ぞ
万
二

千
歳
を
長
劫
な
り
と
云
は
ん
や
、
此
く
の
如
き
長
短
の

二
筋
之
れ
有
る
べ
し

故
に
「
釈
迦
久
遠
ノ
寿
量
皆
在
利
衆
生
一
念
ノ
心
中
筐
と

山
王
院

云
わ
る
、
劫
数
な
り
、
此
の
長
劫
は
「
一
念
非
二
一
念
記

即
是
レ
久
遠
劫
、
無
量
非
二
無
量
争
即
チ
是
レ
ー
刹
那
」
の

難
得
の
妙
法
な
り
、
此
の
時
は
劫
数
還
っ
て
経
王
の
勝

用
な
り
、
此
の
故
に
今
経
は
三
五
の
遠
塵
を
明
す
に
依

て
能
開
の
経
王
と
云
わ
る
魁
な
り

故
に
所
覚
の
法
華
経
又
長
短
一
如
に
し
て
長
短
宛
然
な

り
、
謂
く
「
一
念
非
毫
ァ
一
念
一
一
即
是
レ
久
遠
劫
；
無
量
非
宰

無
量
一
即
是
レ
ー
刹
那
」
と
釈
す
る
此
の
意
な
り

示
し
て
云
く
、
今
経
は
三
乗
即
一
乗
の
十
界
互
具
界

如
三
千
の
妙
法
な
り
、
若
し
爾
ら
ば
声
聞
の
辺
は
無
数

劫
、
菩
薩
の
辺
は
速
疾
に
し
て
長
短
一
如
の
御
経
な
り
、

山
王
院

訓
く
「
一
念
非
二
一
念
一
即
是
レ
久
遠
劫
無
璽
非
二
無
量
一

即
是
レ
ー
刹
那
」
と
談
ず
る
御
経
な
り

山
王
暇

釈
に
一
念
非
二
一
念
一
即
是
レ
久
遠
劫
ず
り
文
此
の
長
短
は

長
短
共
に
希
有
に
し
て
共
に
経
旨
な
り
、
但
し
流
通
滅

後
の
信
行
の
最
要
は
、
定
短
を
正
と
為
す
な
り



’

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
悌
立
晋
）

－

－
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13 12 11 10

「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
二
巻
三
六

八
頁
）

「
開
通
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
二
巻
三
一

頁
） 「

開
迩
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
一
巻
四
四

一

頁
一 窪蔦

一法天
一華台
○宗両
四全宗
頁書勝
一 劣

本
門
の
意
は
随
縁
事
円
の
旨
を
明
し
、
三
世
久
遠
三
世

本
有
と
云
て
常
同
の
上
に
常
別
の
義
を
明
し
、
而
も
常

同
常
別
一
念
に
し
て
一
念
ハ
非
至
念
一
一
即
チ
是
レ
久
遠

劫
＄
無
量
ハ
非
雲
無
量
室
一
一
即
チ
是
レ
ー
刹
那
ナ
リ
に
て
、
三
世

長
短
一
如
な
り
。

山
王
院
大
師
は
一
念
ハ
非
ご
念
一
一
即
謬
是
レ
久
遠
劫
ナ
リ
無

量
ハ
非
聿
無
量
一
郎
チ
是
レ
ー
刹
那
ナ
リ
と
も
釈
し
て
、
時
節

は
元
よ
り
長
短
一
如
に
し
て
三
世
一
念
な
る
を
、
短
を

好
む
機
に
趣
向
す
る
時
は
彼
の
天
の
四
千
歳
を
促
め
て

四
千
歳
と
示
し
、
又
長
を
好
む
機
に
は
四
千
歳
を
引
延

べ
て
機
に
示
す
。

Ⅲ
Ｉ
脇

釈
迦
如
来
ノ
久
遠
成
道
ハ
皆
在
邦
衆
生
ノ
ー
念
ノ
心
中
一
一
ど
釈

し
、
一
念
非
至
念
一
節
チ
是
レ
久
遠
劫
＄
無
量
ハ
非
享
無
理
一
一

即
チ
是
レ
ー
刹
那
ナ
リ
と
釈
す
る
は
是
れ
な
り
ｃ

例
せ
ば
、
「
一
念
は
一
念
に
あ
ら
ず
、
即
ち
こ
れ
久
遠

劫
な
り
。
無
量
は
無
量
に
あ
ら
ず
、
即
ち
こ
れ
一
刹
那

な
り
」
と
云
う
が
如
し
。
本
門
の
意
は
、
長
に
即
し
て

短
、
短
に
即
し
て
而
も
久
遠
な
り
。



｜
’

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

八

頁
一

是
れ
か
久
遠
成
道
の
仇

－122－

19 18 17 16 15

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
「
隆
全
」
第
五
巻
三
一

六
頁
）

「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
四
巻
二
二

○
頁
）

「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
四
巻
一
七

五
頁
）

「
開
通
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
四
巻
一
六

七
頁
）

「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
四
巻
一
四

二
頁
）

ｕ
星
闇
自
■
昌
句
眉

久
近
同
時
の
会
場
に
至
て
は
、
「
一
念
非
二
三
愛
即
是
レ

久
遠
劫
無
鼠
非
二
無
量
一
即
是
レ
｜
刹
那
」
に
て
今
日
即

未
来
無
数
劫
、
無
数
劫
即
今
日
に
て
、
三
世
同
時
の
本

門
な
り

「
二
云
」
と
云
ふ
意
は
、
本
門
報
仏
の
本
因
本
果
自
行

所
願
の
久
遠
長
寿
の
五
百
塵
点
劫
が
顕
れ
ぬ
れ
ば
、
長

短
一
如
に
し
て
一
念
非
二
一
念
一
即
是
久
遠
劫
、
無
量
非
二

無
量
一
即
是
一
刹
那
の
五
百
座
点
劫
を
「
二
云
」
と
云

ふ
な
り
。

三
世
一
念
な
れ
ば
一
念
非
二
｜
念
一
即
是
久
遠
劫
、
無
量

非
二
無
量
一
即
是
一
刹
那
に
て
、
既
に
三
世
長
遠
即
無
作

三
身
の
仏
果
の
功
徳
な
る
故
に
時
節
あ
ら
ず
。
即
ち
仏

果
の
功
徳
の
妙
法
の
法
体
に
し
て
三
千
互
融
の
功
徳
な

り
。
故
に
釈
迦
如
来
久
遠
成
道
皆
在
二
衆
生
一
念
心
中
一

と
云
ふ
。

さ
れ
ば
一
念
非
至
急
一
万
即
チ
是
レ
久
遠
劫
、
無
量
非
字

無
量
一
冒
即
チ
是
レ
ー
刹
那
と
云
ひ
、
或
は
釈
迦
如
来
ノ
久

遠
成
道
ハ
皆
在
副
衆
生
一
念
ノ
心
中
二
と
云
て
、
是
れ
皆
長

短
一
如
の
上
に
三
世
宛
然
と
し
て
長
短
こ
れ
あ
り
。

故
に
長
と
云
ふ
も
短
に
即
せ
ば
三
五
塵
劫
即
一
念
に
あ

り
。
一
念
又
塵
劫
に
過
す
故
に
、
一
念
ハ
非
至
念
一
一
即
チ

是
レ
久
遠
劫
；
無
量
ハ
非
毒
無
通
一
即
チ
是
レ
ー
刹
那
捗
り
と
釈

せ
り
。



日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
潔
立
晋
）

一
佃
全
』
簾
一

四
巻
一
七
七
百

膿
Ｕ
、
『
、
岻
既
△
今
聿
一

－123－

25 24 23 22 21 20

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
「
隆
全
」
第
二
巻
一

八
七
頁
）

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

弓
隆
全
」
第
一
○
巻
二

八
頁
）

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

今
隆
全
」
第
五
巻
五
七

五
頁
）

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
「
隆
全
」
第
三
巻
六
二

二
頁
）

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
「
隆
全
」
第
八
巻
五
四

八
頁
）

「
法
兼
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
「
隆
全
」
第
五
巻
三
七

七
頁
）

故
に
「
釈
迦
久
遠
ノ
寿
量
皆
在
。
衆
生
一
念
ノ
心
中
ご
と

山
王
院

云
わ
る
慰
劫
数
な
り
、
此
の
長
劫
は
「
一
念
非
・
一
念
毛

即
是
レ
久
遠
劫
、
無
逓
非
二
無
量
毛
即
争
是
レ
ー
刹
那
」
の

難
得
の
妙
法
な
り
、
此
の
時
は
劫
数
還
っ
て
経
王
の
勝

用
な
り
、
此
の
故
に
今
経
は
三
五
の
遠
塵
を
明
す
に
依

て
能
開
の
経
王
と
云
わ
る
、
な
り

さ
れ
ば
本
門
の
意
は
現
未
と
云
ふ
も
過
去
が
家
の
現
未

な
り
、
故
に
釈
迦
の
久
遠
成
道
と
云
ふ
も
只
今
我
等
が

当
体
に
之
を
備
ふ
る
「
釈
迦
如
来
久
遠
成
道
皆
在
二
衆

生
ノ
ー
念
ノ
心
中
一
こ
と
云
へ
る
は
是
れ
な
り

又
「
釈
迦
如
来
久
遠
成
道
皆
在
二
衆
生
ノ
ー
念
ノ
心
中
一
」

と
云
へ
る
無
始
本
来
よ
り
の
仏
心
、
衆
生
心
の
心
性
に
、

三
五
座
点
劫
を
具
し
、
権
教
に
値
へ
ば
多
劫
と
示
し
、

法
華
に
通
へ
ば
一
念
を
示
す

仏
王
展

次
に
本
門
の
観
妙
に
約
し
て
之
を
論
ず
れ
ば
「
釈
迦
如

来
ノ
久
遠
成
道
ハ
皆
在
二
衆
生
一
念
ノ
心
中
一
」
云
云
「
一
念

心
中
」
と
云
ふ
「
心
」
は
三
毒
の
心
な
り

日
日
＆
圃
日
は
蚤
胤

又
云
く
、
一
念
非
二
一
念
鼠
非
二
無
鼠
｝
即
是
レ
ー
刹
那
ナ
リ

文

此
の
観
心
の
意
は
、
三
千
十
法
界
円
満
の
仏
た
る
釈

尊
の
久
遠
成
道
も
、
一
切
衆
生
の
理
性
性
得
の
本
有
の

三
因
に
之
を
具
す

故
に
一
代
超
過
極
無
上
の
経
王
に
は
長
短
一
如
な
る
故

に
短
と
云
ふ
も
極
短
に
し
て
三
世
一
念
な
り
、
釈
に

（
山
王
院
ロ
■
晶
妙
■
）

無
量
非
二
無
量
一
即
是
レ
ー
刹
那
蕊
蕊



31

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

州

川

即

是

久

遠

劫

柚

に
三
世
長
遠
即
錘

節
あ
ら
ず
。
即
髭

三
千
互
融
の
功
龍

－124－

30 29 28 27 26

「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
四
巻
一
六

七
頁
）

「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
三
巻
一
七

八
頁
）

「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

言
隆
教
」
第
一
巻
四
四

三
頁
）

「
開
通
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
一
巻
四
四

一

頁
一

『
開
通
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
一
巻
三
九

五
頁
）

さ
れ
ば
一
念
非
至
念
弓
即
乎
是
し
久
遠
劫
、
無
賦
非
率

無
随
一
己
即
誹
是
レ
ー
刹
那
と
云
ひ
、
或
は
釈
迦
如
来
ノ
久

遠
成
道
ハ
皆
在
副
衆
生
一
念
ノ
心
中
一
ど
云
て
、
是
れ
皆
長

短
一
如
の
上
に
三
世
宛
然
と
し
て
長
短
こ
れ
あ
り
。

故
に
ば
釈
迦
久
遠
ノ
寿
量
ハ
皆
在
。
衆
生
一
念
ノ
心
中
一
一
と

云
て
、
我
等
の
念
々
歩
々
に
久
遠
成
道
を
唱
へ
六
塵
六

作
の
法
々
悉
く
理
智
慈
悲
を
備
へ
、
法
爾
法
然
と
し
て

自
受
用
本
覚
の
覚
智
の
体
な
れ
ば
塵
々
久
遠
な
り
。

既
に
三
世
一
念
な
れ
ば
釈
迦
如
来
久
遠
成
道
皆
在
二
衆

生
一
念
心
中
一
に
て
、
我
等
衆
生
の
一
念
に
久
遠
成
道

を
具
す
、
諸
仏
も
同
じ
。

世
王
ｇ

釈
迦
如
来
ノ
久
遠
成
道
ハ
皆
在
。
衆
生
ノ
ー
念
ノ
心
中
二
と
釈

し
、
一
念
非
ご
念
老
即
今
是
レ
久
遠
劫
ナ
リ
無
錐
ハ
非
華
無
量
嚢
一

即
ナ
是
レ
ー
刹
那
ナ
リ
と
釈
す
る
は
是
れ
な
り
。

久
遠
成
道
と
云
ふ
も
昨
日
今
日
の
間
に
あ
る
故
に
、
五

百
座
数
の
界
数
と
云
ふ
も
五
住
の
迷
雲
購
る
れ
ば
唯
一

（
山
王
院
の
暇
な
り
）

念
の
塵
数
な
り
。
此
の
時
は
釈
迦
如
来
ノ
久
遠
成
道
在
到

皆
衆
生
一
念
ノ
心
ノ
中
壹
一
と
云
は
れ
て
さ
し
も
遠
々
な
る

久
遠
も
一
念
に
あ
り
。



37 35 34

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

「
法
華
論
記
」

（
典
）

『
仏
全
」
第
二

五
巻
六
○
頁
ａ

「
仏
全
」
第
二

五
巻
四
五
頁
ａ

論
三
名
大
方
広
者
無
趾

大
乗
門
随
衆
生
根
性
住

持
成
就
者
是
第
三
科
。

標
釈
如
レ
前
。
大
師
釈

日
。
方
等
者
。
或
言
二

爾
時
世
蝋
四
衆
囲
総
。

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
「
隆
全
」
第
三
巻
一
○

頁
）「

法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

二
隆
全
」
第
六
巻
六
一

五
頁
）

「
私
新
抄
」
言
宗
全
」
第

八
巻
三
七
五
頁
）

「
私
新
抄
」
言
宗
全
」
第

八
巻
二
○
一
頁
）

「
私
新
抄
芦
「
宗
全
」
第

八
巻
一
八
二
頁
）

「
私
新
抄
」
（
「
宗
全
」
第

八
巻
八
六
頁
）

義
に
云
く
、
「
爾
時
世
尊
四
衆
囲
溌
」
の
文
を
法
華
論

並
に
論
記
等
に
は
通
序
と
釈
す
る
な
り

其
の
上
論
記
に
十
七
秘
の
名
の
中
の
「
大
方
広
」
と
は
、

即
ち
平
等
大
会
な
り
と
釈
し
玉
へ
り
、
今
本
末
釈
に

「
平
等
大
会
」
を
釈
す
る
義
と
、
大
方
広
の
義
と
は
全

く
同
じ
き
な
り

一
切
衆
生
ノ
心
性
二
本
来
果
徳
／
妙
法
円
二
滴
之
弐
非
し

得
芳
二
始
予
果
位
ノ
万
徳
勾
釈
迦
如
来
久
遠
成
道
皆
在
衆
生

一
念
心
中
卜
、
如
レ
此
明
秘
宗
旨
寺
事
爾
前
迩
門
二
分
絶
タ

リ
、
本
門
二
談
し
之
。

本
迩
未
分
ニ
シ
テ
法
体
ニ
キ
ズ
不
レ
付
ヶ
、
是
し
真
ノ
久

遠
成
道
ナ
ル
ベ
シ
、
釈
迦
如
来
久
遠
成
道
皆
在
衆
生
一

念
心
中
卜
。
是
し
誠
ノ
果
ハ
久
遠
ノ
実
体
也
、
久
遠
成

道
卜
云
ヲ
顕
奪
心
外
一
一
不
し
可
”
有
睡
之

山
王
院
云
釈
迦
如
来
久
逮
成
道
皆
在
二
衆
生
一
念
ノ
心

中
烹
鐙

己
心
二
備
彗
一
世
匂
久
遠
成
道
非
駆
遠
齢
二
、
釈
迦
如
来
ノ
久

遠
成
道
皆
在
梨
衆
生
一
念
心
中
↓
喜
一
云
ヘ
ル
尤
モ
観
心
ノ

要
枢
久
遠
成
道
ノ
実
義
ヲ
顕
セ
リ

り
。
故
に
釈
迦
如
来
久
遠
成
道
皆
在
二
衆
生
一
念
心
中

と
云
ふ
。
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383940

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

「
仏
全
」

五
巻
七

「
仏
全
」
第
二

五
巻
八
八
頁
ｂ

「
仏
全
」
第
二

五
巻
二
六
一
頁

ａ 「
仏
全
」
第
二

五
巻
二
二
三
頁

ａ 「
仏
全
」
第
二

五
巻
一
三
一
頁

ａ

－一

頁第
a二

広
平
や
今
言
し
方
者
法

也
。
波
若
有
・
四
種
方

法
Ｃ
調
四
門
入
一
清
涼

池
。
即
方
也
。
所
契
之

理
平
等
大
会
即
等
也
。

若
尊
特
仏
与
一
丈
六
一
共
。

是
勝
応
仏
相
。

光
照
《
十
方
。
准
：
宝

塔
ゞ
知
。

一
往
三
蔵
名
為
・
小
乗
。

再
往
三
教
名
為
小
乗
。

一
身
即
三
身
。
三
身
即

一
身
。
天
然
不
動
。
神

通
無
塑
。
幹
用
自
在
。

言
二
授
記
一
者
。
有
二
六

処
示
現
屯

鞠ー
唾夛へ
刀忘弓

二五日
九時蓮
六四所

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
「
隆
全
」
第
三
巻
六
六

頁
以
下
）

「
私
新
抄
」
（
「
宗
全
」
第

八
巻
二
二
七
頁
以
下
）

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
「
隆
全
」
第
六
巻
一
三

二
頁
）

「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
一
巻
一
九

二
頁
）

次
二
本
朝
大
師
ノ
釈
二
云
ク
一
往
三
蔵
ヲ
名
テ
為
孝
小
乗
↓
再

往
ハ
三
教
ヲ
名
テ
為
予
小
乗
典
●
。
此
ノ
文
意
ハ
一
往
ハ
通
別
ワ
モ

雛
囎
共
系
大
乗
↑
一
一
再
往
ハ
前
三
教
共
二
為
狭
小
乗
十
也
蕊
翁
。

此
等
ハ
通
途
二
沙
汰
ス
ル
処
ノ
小
乗
大
乗
ノ
形
也
。

論
記
に
云
く
、
光
照
誤
十
方
一
准
１
宝
塔
品
毒
宝
塔
分
身

は
十
方
よ
り
来
る
、
髪
に
知
り
い
、
十
方
を
照
す
べ
く

例
同
す
る
な
り
、
去
れ
ば
神
力
品
の
経
文
解
釈
も
十
方

の
諸
国
を
照
す
と
云
へ
り

山
王
院
大
師
真
言
天
台
ノ
両
宗
令
払
同
睦
之
ヲ
、
於
諸
教

中
秘
之
不
伝
ノ
言
ヲ
消
シ
玉
フ
時
、
論
起
第
七
云
一
身

即
三
身
三
身
即
一
身
天
然
不
動
○
仏
於
三
世
等
有
三
身

私
に
云
く
、
此
の
六
処
の
授
記
と
云
ふ
こ
と
は
、
覚
大

師
の
三
平
等
義
と
云
ふ
抄
と
智
証
の
論
記
に
之
れ
あ
り

次
に
金
光
明
経
疏
の
文
に
至
っ
て
は
、
此
れ
も
丈
六

尊
特
合
身
仏
と
云
ふ
は
勝
応
の
色
相
な
り
と
心
得
ば
相

違
な
き
も
の
な
り
。
価
て
本
朝
大
師
は
丈
六
尊
特
共
二

是
レ
勝
応
身
ナ
リ
と
釈
し
給
へ
り
。
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伝
源
信

「
教
観
大
綱
」

（
偽
）

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

「
法
華
論
記
」

（
真
）

「
仏
全
」
第
二

五
巻
二
七
四
頁

ｂ「
恵
全
」
第
三

巻
五
四
七
頁

「
仏
全
」
第
二

五
巻
二
九
九
頁

ｂ

第
五
十
人
聞
二
法
華
経
．
「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

随
喜
功
徳
。
路
有
冨
五
（
「
隆
全
」
第
一
○
巻
二

十
。
六
祖
為
し
頌
。
毎
↓
、
一
○
頁
以
下
）

両
功
徳
ゞ
結
為
：
一
句
。

一
処
及
利
根
。
懲
嘘
下

平
正
卜
人
相
具
卜
見
仏
卜

及
聞
法
。
或
有
二
記
本
や

閥
二
末
一
句
℃
故
数
不

三遠果山
世う 。王

電鱸
織
噂長図

本
地
因
果
倶
常
之
寿
長

遠
無
極
出
斗
過
三
世
つ

仏
於
三
世
等
有
一
・
三

身
屯
於
↓
｜
諸
教
中
↓
秘
し

之
不
し
伝
故
。
菩
提
心

論
云
。
唯
此
教
中
即
身

成
仏
。
故
是
説
三
一
摩

地
門
。
於
皇
諸
教
中

閥
而
不
し
書
。

「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
四
巻
六
八

頁
） 「

開
通
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
一
巻
四
○

九
頁
）

論
記
に
云
く
、
第
五
十
人
聞
毒
法
華
経
宅
随
喜
ス
ル
ニ
略
シ
テ

有
二
五
十
一
六
祖
但
診
為
睦
頌
卜
垂
両
ノ
功
徳
一
結
阜
為
三

句
ユ
処
卜
及
上
利
根
、
乃
至
平
正
人
相
、
見
仏
及
上
聞
法
卜

或
ハ
有
ル
記
ノ
本
二
閾
読
末
ノ
ー
句
号
故
二
数
不
レ
足
須
”
依
雪
一

十
五
句
一
措
輯
其
ノ
数
理
耳
文

次
に
本
行
菩
薩
道
今
猶
未
尽
の
経
文
に
至
て
は
、
既
に

本
因
本
果
の
本
因
妙
な
り
、
何
ぞ
当
尽
の
義
こ
れ
あ
る

く
け
ん
や
。
或
る
釈
の
中
［
山
王
院
］
に
本
地
ノ
因
果
ハ

倶
二
常
之
寿
＄
常
寿
ハ
無
嘩
極
り
出
二
過
ス
三
世
一
一
と
釈
せ
り
。

猶
未
尽
の
言
に
至
て
は
倶
舎
論
に
其
の
例
証
こ
れ
あ

り
云
云
。

本
朝
大
師
（
山
王
院
）
の
釈
に
云
く
、
本
地
／
因
果
ハ
倶

常
少
寿
常
寿
無
”
極
り
出
二
過
ス
三
世
一
云
云
。

於
諸
教
中
秘
之
不
伝
、
故
菩
提
心
験
云
唯
此
教
中
即
身

成
仏
故
是
鋭
三
摩
地
法
於
諸
経
中
閾
而
不
審
一
蕊
云
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一
一

－

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

｜
’

－

、 E

嘩須

改臘
矼二

｜
’
’

唖
虎
視
Ｕ
刊
も
ｅ
一
ワ
ー
Ｖ
じ
ぎ

の
義
最
も
相
汁

－
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50 49 48 47 46

「
授
決
集
」
（
真
）

「
正
蔵
」
第
七

四
巻
二
八
三
頁

ｂ
、
『
仏
全
」

第
二
六
巻
三
三

五
頁
ｂ

不
明

不
明

不
明

「
仏
全
」
第
二

五
巻
三
一
六
頁

ｂ

五
味
決
三

不
明

不
明

不
明

経
云
．
諸
有
地
獄
餓
鬼

畜
生
及
衆
難
処
。
皆
能

救
済
。
歎
き
於
救
・
し
難

不
レ
言
し
説
し
経
者
。

‘灘
一〃＝へ

可さ弓

一五日

三時蓮
九四所

「
開
通
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
四
巻
一
九

八
頁
）

図鱸
間華一
一宗二
五五日
○時蓮
五四所

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

二
隆
全
」
第
二
巻
八

二
一
頁
）

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
『
隆
全
」
第
二
巻
四

○
○
頁
）

山
王
院
五
味
決
ノ
下
二
挙
報
十
七
種
ノ
警
与
四
教
五
時
ノ
通

局
ヲ
釈
Ⅸ
へ
り

又
論
記
［
山
王
院
］
に
云
く
、
本
因
下
種
本
果
得
道
文
。

此
等
の
解
釈
分
明
に
本
因
本
果
下
種
な
り
と
定
め
た
ま

へ
ｈ
ソ
◎

論
記
中
員
大
乗
ハ
根
利
二
．
ン
テ
戒
定
恵
ノ
随
三
学
一
一
即
チ
得
雫

余
ノ
｜
弓
釈
セ
リ

ス
リ

其
の
上
唐
摺
本
並
に
論
記
の
所
引
は
同
じ
く
「
四
十
品

尽
」
と
云
ふ
上
は
、
此
の
外
に
別
義
を
存
す
べ
か
ら
ず

と
云
う
一
義
こ
れ
あ
り
。

経
に
見
へ
ず
と
云
う
難
に
至
っ
て
は
、
本
朝
大
師
の
中

に
経
の
「
諸
有
地
獄
餓
鬼
畜
生
及
衆
難
処
皆
能
救
済
」

の
文
を
勘
へ
出
し
玉
え
り
妬
ぶ



日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

ａ
以
下
、
『
仏

全
」
第
二
六
巻

三
六
六
頁
ｂ

「
正
蔵
」
第
七

四
巻
三
○
一
頁

ａ
、
「
仏
全
」

第
二
六
巻
三
七

二
頁
ａ
以
下

今
決
日
。
仏
己
心
中
所
：

修
証
一
法
即
是
証
道
。

以
二
発
心
畢
寛
二
不
し

別
也
。
自
証
巳
後
随
↓

四
種
根
一
演
刈
説
諸
法
や

即
是
教
道
。
以
下
教
訓
化

衆
生
一
為
中
其
大
事
上
故
。

且
如
下
仏
乗
為
二
証
道
。

以
二
三
乗
一
為
噸
教
道
皿

以
レ
円
為
し
証
。
以
穏
別

通
蔵
↓
為
ゞ
教
道
や
以
｜

実
智
《
為
二
証
道
心
以
↓
、

権
智
為
：
教
道
心
正

体
是
証
。
後
得
是
教
。

教
権
証
実
復
各
相
兼
。

難
し
然
権
終
帰
し
教
。
実

極
帰
し
証
。
証
中
之
教

究
党
是
実
。
教
中
之
証

終
帰
型
方
便
心
若
得
．

此
趣
一
千
車
同
し
轍
溺
綴

螺
甑
駁
溺
爾
昔
承
和
年
。

使
二
入
唐
間
。
覚
大
師

「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
四
巻
二
六

四
頁
）

四
頁
）

天
台
宗
の
義
に
云
く
、
此
の
教
証
二
道
の
法
門
は
上

代
も
天
台
一
宗
の
大
事
と
し
て
山
王
院
大
師
、
決
を
異

朝
に
遣
る
、
其
の
旨
、
授
決
集
に
見
え
た
り
。
之
に
依

て
授
決
集
に
云
く
、
今
決
シ
テ
曰
ク
、
仏
己
心
中
二
所
シ
修

証
認
法
ハ
即
チ
是
レ
証
道
ナ
リ
、
以
一
発
心
畢
寛
二
二
・
ン
一
ァ
不
誇

別
考
也
、
自
証
已
後
隠
毒
四
種
ノ
根
一
演
宣
二
説
ス
諸
法
『
、

即
チ
是
レ
教
道
ナ
リ
、
以
湿
教
二
化
ス
ル
ヲ
衆
生
匂
為
噌
其
大
事
卦

故
二
、
且
ク
以
寄
仏
乗
↓
為
幸
証
道
斗
以
言
一
乗
↓
為
孝
教
道
↓
、

以
吟
円
ヲ
為
宰
証
式
以
毒
別
通
蔵
詞
為
亭
教
道
↓
、
以
毒
実
智
↓

為
季
証
道
弍
以
↓
権
智
宅
為
宰
教
道
↓
、
正
体
是
レ
鉦
ナ
リ
、

後
二
得
ル
ハ
是
レ
教
ナ
リ
、
教
ハ
権
＄
証
ハ
実
＄
復
各
相
兼
タ
リ
、

錐
歴
然
Ｉ
権
極
ァ
帰
螺
教
二
、
実
極
ァ
帰
螺
証
二
、
証
中
之
教
ハ

究
寛
ス
レ
バ
是
レ
実
ナ
リ
、
教
中
之
胚
ハ
終
二
帰
至
方
便
一
一
、
若
ン

得
誤
此
ノ
趣
↓
千
車
同
噴
徹
ヲ
、
昔
承
和
ノ
年
、
便
入
唐
間
、

覚
大
師
領
學
衆
ヲ
於
寄
経
蔵
ノ
前
一
一
引
唱
卜
諸
ヲ
如
睦
此
ノ
、

得
タ
ル
ハ
者
少
ナ
リ
不
馴
得
者
ハ
多
ナ
リ
、
大
師
頗
ル
似
二
不
得
電

此
の
授
決
集
の
釈
の
教
証
二
道
の
分
別
重
々
な
り
。
其

の
中
に
決
の
本
意
は
円
を
以
て
証
道
と
為
し
、
前
三
教

を
以
て
教
道
と
為
す
、
是
れ
所
詮
な
り
。
此
の
如
く
能

く
能
く
教
証
二
道
の
法
門
に
達
せ
ば
一
家
天
台
の
教
観

に
は
迷
ふ
く
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
蓉
云
。
此
の
授
決
集
の

釈
の
教
証
二
道
の
分
別
重
々
な
り
。
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日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

瀧
一
ユ
泳
於

瀬
如
レ
此

侍
者
多
。

Ｒ
‐
し
略
解
》
◎

q■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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56 55 54 53

「
正
蔵
」
第
七

四
巻
三
○
九
頁

ａ
、
「
仏
全
」
第

二
六
巻
三
八
九

頁
ａ

「
正
蔵
」
第
七

四
巻
三
○
八
頁

ｃ
、
「
仏
全
」

第
二
六
巻
三
八

八
頁
ｂ

勒
超
劫
者
。
有
し
経
有
し

証
可
し
見
云
云

七
仏
則
与
一
世
俗
七
廟
↓

同
。

「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
一
巻
二
二

二
頁
）

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
「
隆
全
」
第
六
巻
一
二

六
頁
）

「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
鋪
四
巻
二
六

七
頁
）

「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

二
隆
教
」
第
四
巻
二
六

五
頁
）

｛
肌
丑
院
一

本
朝
大
師
の
釈
の
中
に
弥
勒
ノ
超
劫
二
有
”
経
有
山
論
と
釈

し
て
、
釈
迦
弥
勒
共
に
同
じ
く
超
劫
し
て
同
時
に
発
心

す
と
釈
し
給
へ
り
。
然
る
に
諸
経
論
の
中
に
釈
迦
の
超

劫
を
の
み
之
を
論
じ
、
弥
勒
の
超
過
を
委
し
く
之
を
説

か
ざ
る
事
は
是
れ
又
解
釈
の
定
判
分
明
な
り
。

之
に
就
ひ
て
必
ず
七
仏
と
取
る
こ
と
所
表
あ
り
や
と
云

ふ
に
、
山
王
院
の
授
決
集
と
云
ふ
抄
に
、
「
與
二
俗
ノ
セ

廟
一
同
シ
」
云
へ
り
、
側
て
世
の
礼
に
対
し
過
去
七
仏
と

云
ふ
な
り

此
の
如
く
久
遠
本
覚
教
証
二
道
の
法
門
は
、
玄
文
止
の

裏
に
内
鑑
密
本
し
て
之
を
宣
ぶ
。
外
宜
の
事
而
に
は
粗

ぼ
之
を
示
す
間
未
だ
分
明
な
ら
ざ
れ
ば
学
者
の
存
知
ま

れ
な
る
間
、
授
決
集
に
も
之
を
決
せ
ず
、
天
台
宗
の
諸

聖
教
に
も
之
を
啓
か
ず
。
諸
御
抄
ば
か
り
に
明
々
了
々

な
り
。

当
宗
の
義
に
云
く
、
彼
の
授
決
集
の
教
証
二
道
の
分

別
重
々
な
れ
ど
も
、
其
の
詮
要
は
蔵
通
別
を
教
道
と
為

し
、
円
教
を
証
道
と
為
し
て
、
之
を
以
て
所
詮
と
為
す

故
に
、
権
実
・
本
迩
の
中
に
は
権
実
の
意
に
し
て
、
三

重
教
相
中
に
は
初
重
教
相
の
意
な
る
間
、
迩
門
の
心
な

り
。
故
に
教
証
二
道
の
分
別
は
未
だ
極
成
せ
ず
。
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「
法
華
嘱
累
問

柊
」
（
典
）

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
祇
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
潔
立
晋
）

「
玄
義
略
要
」

（
真
）

「
仏
全
」
第
二

六
巻
五
七
三
頁

ａ 「
仏
全
」
第
二

六
巻
五
五
八
頁

ｂ
か 、

ａ
Ｄ
刀

問
。
何
以
得
し
知
し
不

移
霊
山
也
。
答
。

経
云
↓
《
移
諸
天
人
慨
於

他
土
唯
留
此
会
心
故

知
不
し
移
冤
霊
山
。

問
。
経
但
云
二
唯
留
此

会
。
而
不
レ
云
レ
留
レ
山
。

蓮
華
八
葉
表
↓
彼
八
教
毛

蓮
台
唯
一
表
》
八
帰
一
し

一
◎

「
名
目
見
聞
」
二
日
蓮
所

立
本
門
法
華
宗
五
時
四

教
名
目
見
聞
」
七
四

頁
）

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
「
隆
全
」
第
六
巻
六
五

六
頁
）

三

頁
一

「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
二
巻
一
六

四
頁
）

「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
教
」
第
四
巻
三
九

一
頁
）

山
王
院
の
釈
に
云
く
、
問
何
ヲ
以
；
得
睦
知
噌
ト
ヲ
不
噌
ト
ヲ

移
二
霊
山
一
一
也
答
、
経
二
一
至
り
移
諸
天
人
圃
於
他
土
唯

留
此
会
斗
故
二
知
叉
不
哨
ト
ヲ
移
封
霊
山
↓
問
経
二
一
房
留
雫

此
会
宅
而
不
レ
云
二
留
吟
山
ヲ
住
主
シ
ム
ト
豈
留
毒
霊
山
与
答

為
し
令
し
坐
二
分
身
宅
故
二
浄
詣
モ
此
土
雫
分
身
ノ
諸
仏
不
し
到
二

霊
山
二
一
一
唯
遣
雲
侍
者
毫
既
二
言
吋
留
手
会
衆
一
故
二
知
ヌ
不
皿

移
討
霊
山
与
也
故
二
記
二
云
ク
（
十
ノ
四
十
八
ヲ
）
土
浄
コ
ト
ハ

此
の
蓮
華
の
八
葉
と
は
八
教
な
り
、
四
教
な
り
。
本
朝

大
師
は
蓮
華
ノ
八
葉
ハ
表
聿
彼
ノ
八
教
諒
崎
等
と
釈
し
た
ま

へ
り
。

亜
ァ
尋
云
就
夛
超
八
ノ
円
一
一
慈
覚
智
証
ノ
識
有
岬
之
レ
云
鞠
。

其
相
如
何
。

答
智
証
門
流
ノ
義
云
ク
以
丑
法
花
ノ
円
母
不
し
可
レ
摂
二
八

教
ノ
中
ノ
円
一
一
八
教
中
ノ
円
卜
者
爾
前
諸
部
ノ
円
ｔ
間
帯
篭
顕

秘
ノ
ー
不
定
匂
間
勾
不
レ
可
レ
摂
二
法
花
開
顕
ノ
円
員
也
。
即

蓮
花
八
葉
ハ
表
季
彼
ノ
八
教
宅
蓮
台
ハ
唯
一
、
表
嘩
八
ヲ
帰
啄

一
二
・
裏
々
。

尋
ね
て
云
く
、
麟
輪
独
覚
、
仏
世
に
来
る
や
。
山
王

院

天
台
宗
の
義
に
云
く
、
上
に
云
ふ
が
如
く
、
支
仏
集

に
云
く
、
麟
嶮
亦
来
予
仏
所
一
一
廻
心
ス
文
。
支
仏
因
縁
論

サ
イ
ノ
ッ
ノ

に
云
く
、
爾
時
世
尊
付
会
ス
畔
支
仏
乃
至
智
”
犀
角
一
篇
一
と

云
へ
り
。
麟
嶮
仏
世
に
来
た
る
と
云
ふ
事
分
明
な
り
。
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日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

「
講
演
法
華
儀
」

（
偽
）

「
正
蔵
」
第
五

六
巻
一
九
七
頁

ｂ
、
『
仏
全
」
第

「
正
蔵
」
第
五

六
巻
一
九
三
頁

ｃ
、
「
仏
全
」
第

二
七
巻
九
二
三

頁
ｂ

答
。
入
秘
蔵
有
二
機
入
。
『
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

一
以
智
入
。
二
以
信
入
。
（
「
隆
全
」
第
二
巻
八

今
為
信
入
者
。
示
所
信
六
頁
）

而
陀
羅
尼
菩
薩
者
。
観

音
異
名
也
。

何
言
し
留
二
霊
山
心

答
。
経
雛
し
不
し
言
し
留
レ

山
。
而
由
レ
留
レ
衆
故
留

山
之
義
明
唖
問
。

言
意
云
何
乎
。
答
。

為
し
令
し
坐
：
分
身
故

浄
↓
此
土
や
分
身
諸
仏

不
レ
至
霊
山
↓
唯
遺
侍

者
毛
既
云
レ
留
二
旧
衆
。

故
知
不
し
移
：
霊
山
一
也
。

故
記
云
。
浄
為
レ
安
諸

仏
。
雛
山
旧
衆
不
し
移

可
二
然
。
ぷ
察

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
「
隆
全
」
第
一
○
巻
二

一
七
頁
）

「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

言
隆
全
』
第
一
○
巻
二

一
五
頁
）

為
し
安
二
賭
仏
↓
霊
山
ノ
旧
衆
不
県
ハ
移
可
レ
然
文
此
れ

は
法
華
嘱
累
の
前
後
と
云
ふ
問
答
抄
の
文
な
り
、
助
証

に
之
を
引
き
、
公
所
に
て
言
を
顕
し
て
云
ふ
く
か
ら
ざ

る
な
り
云
云

次
に
本
門
円
頓
戒
の
機
は
名
字
即
の
人
な
り
、
戒
は
是

れ
信
を
以
て
正
と
為
す
、
名
字
は
信
位
な
る
故
に
、
二

極
の
機
の
中
の
信
心
入
の
機
と
こ
れ
同
じ
。
故
に
本
門

末
法
に
入
っ
て
陀
羅
尼
菩
薩
と
云
ふ
を
観
音
と
云
ふ
は
、

時
機
不
相
応
の
大
諦
法
な
り
、
諸
法
華
宗
の
中
に
同
意

し
て
観
音
と
云
ふ
は
大
々
誇
法
な
り
。

疑
ふ
て
云
く
、
経
々
及
び
山
王
院
等
の
観
音
の
義
は

誤
り
欺
如
何

又
山
王
院
此
れ
等
の
説
に
依
て
陀
羅
尼
菩
薩
と
は
観
音

の
名
な
り
と
云
え
り

－132－



日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

Ｊ
淵
聿
ｆ
勝
ｆ
９

略
）
浄
名
疏
云
。

潮
三
教
也
等
卜
套

四
乗
名
し
円
故
。

名
し
頓
文
也
。
識

ケ
ヘ
ト
ニ
、
Ｌ
１
．
０

旨円日隅
二者｡鯨

｜
’

ニル
ニ

－

－133－
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「
仏
全
」
第
二

八
巻
二
四
一

頁
ａ

問
。
証
道
上
証
道
者
其

方
何
。
答
。
証
道
大
綱

上
令
二
教
証
二
道
曹
。

「
名
目
見
聞
」
（
「
日
蓮
所

立
本
門
法
華
宗
五
時
四

教
名
目
見
聞
」
七
九

頁
）

「
名
目
見
聞
」
（
「
日
蓮
所

立
本
門
法
華
宗
五
時
四

教
名
目
見
聞
」
七
八

頁
） 「

開
迩
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
全
」
第
四
巻
二
五

九
頁
）

「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

（
「
隆
全
」
第
四
巻
二
五

三
頁
）

「
十
三
問
答
抄
」
（
「
宗

全
」
第
八
巻
四
七
八

頁
）

疑
云
背
秒
智
証
唐
決
一
隻
一
如
何
。

答
智
証
唐
決
ノ
意
難
畭
計
者
也
、
乍
岬
去
頓
漸
円
卜
立
ル

頓
漸
ダ
ハ
第
五
判
教
下
ノ
大
綱
卜
得
し
意
、
円
ト
云
ワ
ハ
上
星
如
”

云
”
初
大
意
ノ
下
ワ
指
ｆ
得
い
意
無
相
述
者
也
。
其
故
二

浄
名
疏
ノ
文
其
証
拠
也
。
訓
ク
円
頓
漸
ノ
三
教
也
卜
歴
、
。

智
証
大
師
唐
決
二
大
綱
三
教
云
事
ヲ
間
下
ヘ
リ
唐
土
ノ
人
師
ハ

如
診
玄
十
〉
頓
漸
不
定
卜
決
タ
ル
ヅ
智
証
ハ
破
噂
之
ワ
非
予
一
代

大
綱
ゞ
一
云
ァ
頓
漸
円
三
教
ヲ
立
下
へ
ト
テ
頓
漸
ハ
即
爾
前
円
即
法

花
也
、
故
二
此
三
教
二
摂
至
代
打
尤
怨
可
ご
写
大
綱
も
其

証
拠
ニ
ハ
経
云
ク
唯
ダ
此
ノ
ー
事
ハ
実
ナ
リ
余
ノ
ニ
ハ
即
チ
非
雫

真
二
以
脱
。
疏
七
二
余
ノ
ー
ト
者
指
予
頓
漸
雪
見
タ
リ
。
又
浄

名
疏
謂
ク
円
頓
漸
ノ
三
教
也
以
上
。

抑
も
本
朝
大
師
、
教
・
証
二
道
の
大
綱
に
付
き
決
せ
ら

る
る
子
細
こ
れ
あ
り
、
如
何
ん
が
見
え
た
る
や
。

山
王
院
大
師
、
教
証
二
道
の
大
綱
に
付
て
決
せ
ら
る
る

子
細
こ
れ
あ
り
、
如
何
ん
が
見
え
た
る
や
。

尤
そ
日
蓮
宗
ト
シ
テ
ハ
本
門
円
戒
ノ
機
ハ
以
↓
・
信
心
入
ノ
機
匂

可
レ
為
一
本
意
§
事
也
・
依
し
之
二
山
王
院
云
入
垂
一
秘
蔵
一
有
二

二
機
一
一
以
二
智
慧
一
入
、
二
以
信
入
、
今
為
一
信
者
芋
必

可
し
信
レ
之
処
故
其
秘
蔵
非
二
己
智
分
些
云
ヘ
リ



日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

鉢
」
”
二
幅
郡
一
一
五
味
決

か
…
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「
仏
全
」
第
二

八
巻
二
九
一

頁
ａ

「
仏
全
」
第
二

八
巻
二
四
五

頁
ｂ

『
仏
全
」
第
二

八
巻
一
一
四
八

頁
ａ
か

「
仏
全
」
第
二

八
巻
二
五
三

頁
ｂ
か

所
以
不
軽
菩
薩
可
し
名
二

大
悲
門
菩
薩
毛

一
法
華
下
摂
八
教
中
円

教
決

間
。
為
本
名
為
、
・
迩

名
。
答
。
於
奉
本
名
↓

非
二
通
名
心
名
典
施
女
ヲ

実
者
心
於
↓
実
人
ゞ
顕
二

法
華
勝
用
一
是
也
。
地

今
謹
案
↓
此
決
意
趣
一
者
。

龍
女
ハ
於
爵
実
者
半
為
し

顕
二
法
華
勝
用
や

獺
一壱へ

刀壱一

一五日
三時蓮
九四所

「
法
華
天
台
両
宗
勝
劣

抄
」
二
法
華
宗
全
書

日
隆
１
」
一
八
四
頁
以

下
） 「

法
華
天
台
両
宗
勝
劣

抄
」
（
「
法
華
宗
全
書

日
隆
１
」
一
五
頁
）

「
五
帖
抄
」
（
「
仏
立
宗
義

書
」
第
三
巻
二
一
二

頁
）

「
五
帖
抄
」
（
「
仏
立
宗
義

書
」
第
三
巻
一
九
八

頁
） 「

法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

（
「
隆
全
」
第
一
巻
五
三

三
頁
）

「
名
目
見
聞
」
（
「
日
蓮
所

立
本
門
法
華
宗
五
時
四

教
名
目
見
聞
」
七
四

頁
）

山
王
院
五
味
決
ノ
下
二
挙
〃
十
七
種
ノ
警
句
四
教
五
時
ノ
通

局
ヲ
釈
瞳
ヘ
リ

当
宗
は
体
内
高
孝
の
御
子
な
り
、
諸
宗
は
体
外
不
孝
の

御
子
な
り
。
豈
に
不
孝
の
諦
子
を
見
て
慈
悲
を
垂
れ
、

深
く
折
伏
を
致
さ
ざ
ら
ん
や
。
折
伏
の
不
軽
大
士
を
ば

本
朝
大
師
は
、
大
悲
菩
薩
と
名
づ
け
た
ま
え
り
歴
屋
。

さ
れ
ば
本
朝
大
師
は
「
不
軽
菩
薩
を
大
悲
菩
薩
と
名
づ

く
べ
し
」
と
判
じ
た
ま
え
り
。

ヨ
ソ
フ

又
於
演
我
朝
二
者
自
却
上
古
一
至
噂
今
挙
テ
諸
宗
成
承
尊

敬
↓
也
。
サ
レ
ハ
本
朝
ノ
先
徳
云
。
法
華
ノ
勝
用
有
卦
提
婆

品
一
一
云
ヘ
リ
。
勝
用
卜
者
悪
人
女
人
成
仏
ノ
意
也
。

加
此
等
二
者
。
五
要
品
ト
モ
六
七
要
品
ト
モ
可
ご
云
歎
。

サ
レ
ハ
山
王
院
ハ
法
華
ノ
勝
用
在
二
提
婆
品
一
一
以
上
。

一
義
に
云
く
、
四
要
品
の
外
に
提
婆
品
を
要
品
に
取

る
事
は
異
朝
本
朝
共
に
之
れ
有
り
、
或
は
本
朝
大
師
中

に
法
華
の
勝
用
は
提
婆
品
に
在
り
と
釈
し
給
へ
り

智
証
ノ
義
ハ
約
教
相
対
ノ
意
也
罐
嫌
。

重
骸
尋
云
就
雪
八
教
ノ
摂
不
摂
一
一
一
唐
決
二
有
凶
之
レ
其
ノ
相
如

何
。



隆
師
の
著
述
に
お
い
て
円
珍
の
著
述
を
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
中
で
、
「
一
念
一
念
に
非
ず
、
即
ち
是
れ
久
遠
劫
、
無
量

無
量
に
非
ず
、
即
ち
是
れ
一
刹
那
な
り
」
の
語
が
「
阿
字
秘
釈
」
と
思
わ
れ
る
も
の
が
一
八
箇
所
、
「
寿
量
品
妙
義
」
三
箇
所
を
挙

げ
る
こ
と
が
き
る
。
「
阿
字
秘
釈
」
は
、
阿
字
が
法
華
経
の
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
、
法
華
経
は
阿
字
を
表
顕
す
る
ば
か

り
で
な
く
、
文
文
句
句
が
皆
悉
く
阿
字
本
不
生
の
理
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
本
書
は
他
書
と
比
較
し
て
明
瞭
を

欠
く
こ
と
や
、
巻
末
に
「
大
中
十
二
年
六
月
十
四
日
天
台
に
於
て
」
と
あ
る
が
、
六
月
八
日
に
円
珍
は
す
で
に
帰
国
の
途
に
着
い
て

（
７
）

い
る
こ
と
か
ら
も
偽
書
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
寿
量
品
妙
義
」
と
い
う
文
献
に
つ
い
て
は
、
目
録
等
に
お
い

（
８
）

て
は
確
認
で
き
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
隆
師
の
著
述
中
に
は
「
「
阿
字
秘
釈
」
に
云
く
」
等
と
い
っ
た
書
き
込
み
は
確
認
で
き
ず
、
「
寿
量
品
妙
義
山
王
院
」
と

記
さ
れ
た
箇
所
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
『
阿
字
秘
釈
」
で
は
、
「
如
来
本
寿
。
非
二
久
近
一
随
し
機
示
し
有
二
久
近
量
廻
一
念
即

是
久
遠
劫
。
久
遠
即
此
一
刹
那
。
」
と
あ
り
隆
師
の
引
用
と
相
違
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
円
珍
の
著
述
で
は
な
い
が
伝
恵
心
僧
都

源
信
（
九
四
二
’
一
○
一
七
、
以
下
源
信
）
「
教
観
大
綱
」
に
、
「
山
王
院
云
。
如
来
寿
趾
ハ
。
非
率
久
近
通
－
５
随
畢
機
示
現
一
一
。
有
訓
久
近

（
９
）

量
心
一
念
非
二
一
念
言
即
是
レ
久
遠
劫
。
無
量
非
二
無
量
毛
即
是
レ
ー
刹
那
夷
。
」
と
あ
り
、
円
珍
の
説
と
し
て
『
阿
字
秘
釈
』
と
類

似
し
た
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
万
法
甚
深
最
頂
仏
心
法
要
」
（
偽
）
で
は
、
「
釈
二
云
ク
。
一
念
非
至
念
毛
即
チ
是
レ
久

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

（
ご
「
阿
字
秘
釈
」
「
寿
獄
品
妙
義
」
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77

「
添
品
法
華
科

文
」
か

（
不
明
）

「
仏
書
解
説
大

辞
典
」
第
八
巻

一
五
三
頁
以
下

不
明

「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

二
隆
教
」
第
一
巻
四
四

七
頁
）

又
智
証
大
師
の
法
華
科
文
に
、
破
睦
執
認
ヲ
近
情
一
以
テ
顕
雪

久
遠
ノ
本
↓
と
云
へ
り
。
是
れ
も
五
百
塵
点
の
遠
寿
は
方

便
な
り
と
釈
し
給
へ
り
。



（
叩
）

遠
劫
ナ
リ
。
無
通
非
聿
無
駄
》
一
・
即
手
是
レ
ー
刹
那
ナ
リ
ト
云
云
。
」
と
あ
り
、
隆
師
の
引
用
す
る
四
１
劃
の
「
寿
壁
品
妙
義
」
と
す
る
記
述
と
酷

似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
た
め
、
隆
師
が
「
教
観
大
綱
」
や
「
万
法
甚
深
最
頂
仏
心
法
要
」
を
円
珍
の
釈
と
し
て
孫
引
き

し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
一
応
、
円
珍
の
著
述
引
用
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
考
察
す
る
。
な
お
、
番
号
は
【
付
表
】
中
の
番
号
を
指
し
、
【
付
表
｝
に
掲
載
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
太
字

を
施
し
て
い
る
。

皿
天
台
宗
の
義
に
云
く
、
時
節
不
思
議
を
以
て
相
会
の
義
を
成
ず
る
事
は
東
陽
の
御
義
な
り
。
所
以
に
時
節
長
短
を
論
ず
る
事
は

六
識
迷
情
の
所
作
な
り
。
実
に
は
三
世
は
一
念
な
り
、
一
念
の
上
の
三
世
な
れ
ば
長
短
一
如
な
り
。
何
ぞ
相
会
せ
ざ
ら
ん
や
。

さ
れ
ば
摂
論
に
は
時
節
錐
燕
豊
寸
ト
摂
ス
レ
バ
在
望
刹
那
一
一
と
も
云
ひ
、
末
師
は
若
シ
入
詞
第
一
義
一
必
ズ
鉦
劣
長
短
》
と
も
釈
し
、
山

認
尋
ね
て
云
く
、
天
台
学
者
の
口
伝
に
浬
梁
経
に
「
無
壁
億
劫
久
已
成
仏
」
と
云
い
、
「
久
具
智
断
」
と
云
う
文
を
証
と
し
て
、

大
経
に
発
迩
顕
本
を
明
す
と
云
ふ
を
ぱ
如
何
が
心
得
べ
き
や
。

答
、
此
の
事
は
天
下
第
一
の
大
僻
見
な
り
、
此
く
の
如
き
学
者
等
、
事
の
本
迩
を
以
て
法
華
第
一
の
経
旨
を
顕
す
こ
と
に
迷

惑
し
て
、
『
本
門
と
云
ふ
は
、
｜
念
非
二
一
念
一
即
是
久
遠
劫
、
無
量
非
二
無
量
一
即
是
一
刹
那
と
云
ふ
是
れ
真
実
の
顕
本
本
覚
な

り
、
さ
れ
ば
久
遠
の
二
字
を
「
モ
ト
ノ
マ
と
と
読
む
、
是
れ
最
上
の
口
伝
な
り
、
真
実
の
本
門
な
り
」
と
口
伝
し
て
、
釈
尊

所
説
の
五
百
墨
点
の
事
本
の
経
王
を
顕
す
顕
本
を
ば
、
件
の
塵
数
と
散
々
に
軽
笑
し
て
止
観
の
観
心
に
好
む
処
の
「
但
観
一
己

心
》
」
の
高
広
の
理
実
本
迩
、
行
者
己
心
の
観
心
の
「
一
念
非
一
念
即
是
久
遠
劫
」
の
「
本
迩
雛
殊
不
思
譲
こ
の
己
心
実
相

の
理
本
に
執
着
し
て
、
経
王
を
顕
す
事
本
に
迷
乱
し
た
る
習
ひ
損
ひ
の
学
者
は
か
診
る
こ
と
を
云
ひ
出
し
て
誇
法
を
起
こ
す
な

（
皿
）り

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）
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仏
心
法
要
」
の
文
と
酷
似
し
て
い
る
｝

法
甚
深
最
頂
仏
心
法
要
」
よ
り
円
珍
（

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
隆
曄

ぞ
れ
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

２
．
３
の
文
に
は
、
天
台
宗
の
学
者
は
、
浬
藥
経
に
発
迩
顕
本
を
明
か
す
と
口
伝
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す

べ
き
か
と
い
う
問
い
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
答
え
と
し
て
、
こ
の
こ
と
は
天
下
第
一
の
間
違
い
で
あ
る
と
隆
師
は
批
判
し
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
天
台
宗
の
学
者
は
、
事
の
本
迩
を
以
て
法
華
経
第
一
の
経
旨
を
明
か
す
こ
と
を
見
誤
り
、
本
門
は
「
一
念
は
一
念
に

あ
ら
ず
、
即
ち
こ
れ
久
遠
劫
な
り
。
無
量
は
無
逓
に
あ
ら
ず
、
即
ち
こ
れ
一
刹
那
な
り
。
」
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を

真
実
の
顕
本
本
覚
で
あ
る
と
し
て
、
「
久
遠
」
を
「
も
と
の
ま
ま
」
と
読
む
と
口
伝
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と

で
、
当
時
の
天
台
宗
で
は
、
釈
尊
所
説
の
五
百
億
塵
点
劫
に
よ
る
久
遠
実
成
の
開
顕
を
「
件
の
塵
数
」
な
ど
と
言
っ
て
塵
点
劫
解
釈

王
院
大
師
は
一
念
ハ
非
至
念
一
一
節
チ
是
レ
久
遠
劫
す
無
量
ハ
非
毒
無
量
一
即
チ
是
レ
｜
刹
那
ナ
リ
と
も
釈
し
て
、
時
節
は
元
よ
り
長
短
一
如

に
し
て
三
世
一
念
な
る
を
、
短
を
好
む
機
に
趣
向
す
る
時
は
彼
の
天
の
四
千
歳
を
促
め
て
四
千
歳
と
示
し
、
又
長
を
好
む
機
に

は
四
千
歳
を
引
延
べ
て
機
に
示
す
。
機
に
長
短
あ
れ
ば
時
節
は
不
思
議
に
し
て
一
年
二
年
も
四
千
歳
に
相
会
し
、
無
量
無
数
劫

も
四
千
歳
に
相
会
す
る
な
り
。
此
の
証
拠
は
仏
本
行
集
経
な
り
。
又
今
経
の
五
十
小
劫
謂
如
半
日
と
説
く
も
是
れ
な
り
云
慮
。

当
宗
の
義
に
云
く
龍
樹
の
大
論
に
内
鑑
あ
り
外
宜
あ
り
。
外
宜
の
辺
は
後
三
教
の
意
を
明
す
。
時
節
不
思
議
と
云
ふ
事
は
大

小
共
に
之
を
明
し
、
殊
に
円
教
に
之
を
明
す
。
爾
前
迩
門
は
同
じ
く
理
を
好
む
故
に
実
相
法
身
の
理
に
約
し
て
時
節
不
思
議
を

（
肥
）

明
す
。
今
天
台
宗
の
東
陽
の
義
も
此
の
意
な
り
。
山
王
院
の
釈
も
理
の
久
遠
な
り
。
是
れ
迩
中
指
本
の
久
遠
な
り
。

２
．
３
．
吃
の
文
を
確
認
す
る
と
、
隆
師
が
引
用
す
る
円
珍
の
文
は
い
ず
れ
も
「
寿
量
品
妙
義
」
「
教
観
大
綱
」
「
万
法
甚
深
最
頂

心
法
要
」
の
文
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
文
が
「
阿
字
秘
釈
」
『
寿
量
品
妙
義
」
の
も
の
か
、
『
教
観
大
綱
」
「
万

甚
深
最
頂
仏
心
法
要
」
よ
り
円
珍
の
釈
と
し
て
引
用
し
た
の
か
、
さ
ら
に
は
円
珍
の
他
の
著
述
か
ら
の
引
用
が
な
さ
れ
た
の
か
に

い
て
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
隆
師
が
こ
の
文
を
使
い
、
中
古
天
台
本
覚
思
想
を
批
判
し
た
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い
た
め
、
そ
れ

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）
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の
問
題
に
つ
い
て
軽
ん
じ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
学
者
は
、
「
摩
訶
止
観
」
の
観
心
を
好
み
、
己
心
を
観

ず
る
こ
と
で
理
実
本
迩
を
選
び
、
．
念
は
一
念
に
あ
ら
ず
、
即
ち
こ
れ
久
遠
劫
」
や
「
本
迩
殊
な
り
と
難
も
不
思
議
こ
に
裏
打

ち
さ
れ
る
、
行
者
己
心
の
実
相
の
理
本
に
執
着
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
法
華
経
が
経
王
で
あ
る
所
以
の
一
つ
で
あ
る
事
本
迩
の

教
え
に
迷
い
、
誇
法
を
起
こ
し
て
い
る
と
、
隆
師
は
批
判
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

次
に
血
の
文
で
は
、
天
台
宗
の
義
と
し
て
、
時
機
の
不
思
議
を
以
て
相
会
の
義
を
成
就
す
る
こ
と
は
、
東
陽
房
忠
尋
二
○
六
五

’
二
三
八
、
以
下
忠
尋
）
の
義
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
時
機
の
長
短
を
論
じ
る
こ
と
は
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
六

識
に
迷
っ
た
心
が
生
じ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
実
に
は
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
は
一
念
で
あ
り
、
一
念
の
上
の
三
世
が
あ

れ
ば
長
短
は
一
如
と
な
る
と
す
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
無
著
（
四
世
紀
’
五
世
紀
頃
）
の
「
摂
大
乗
論
」
に
は
「
時
節
は
無
量

と
雌
も
摂
ず
ん
ば
一
刹
那
在
り
」
と
言
い
、
そ
の
流
派
の
末
に
つ
な
が
る
人
師
は
、
も
し
第
一
義
に
入
れ
る
な
ら
ば
必
ず
長
短
は
無

い
と
規
定
す
る
。
ま
た
円
珍
は
、
．
念
は
一
念
に
あ
ら
ず
、
即
ち
こ
れ
久
遠
劫
な
り
。
無
量
は
無
量
に
あ
ら
ず
、
即
ち
こ
れ
一
刹

那
な
り
」
と
解
釈
す
る
こ
と
で
、
時
機
は
元
か
ら
長
短
一
如
で
あ
り
、
三
世
が
一
念
で
あ
る
た
め
短
を
好
む
機
に
向
か
う
時
は
、
兜

率
天
の
天
人
の
寿
命
で
あ
る
四
千
歳
と
示
し
、
長
を
好
む
機
根
に
は
四
千
歳
を
延
ば
す
こ
と
で
そ
の
機
根
に
示
し
て
い
る
。
そ
し
て

機
根
に
長
短
が
あ
る
な
ら
ば
、
時
機
は
不
思
議
に
し
て
一
年
二
年
も
四
千
歳
と
相
会
し
、
無
量
無
数
劫
も
四
千
歳
に
相
会
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
「
仏
本
行
集
経
」
を
提
示
し
、
法
華
経
従
地
涌
出
品
の
「
五
十
小
劫
。
仏
神
力
故
。
令
三
諸
大
衆
謂
レ
如
、
↓

（
咽
）

半
日
ご
と
説
く
の
は
こ
の
意
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

一
方
、
当
宗
の
義
と
し
て
は
、
龍
樹
（
二
世
紀
’
三
世
紀
頃
）
の
『
大
智
度
論
」
に
は
内
鑑
と
外
宜
が
あ
る
と
し
、
外
宜
の
辺
は

後
三
教
（
通
教
・
別
教
・
円
教
）
の
意
を
示
し
、
時
機
不
思
議
と
は
大
乗
小
乗
と
も
に
こ
の
旨
を
明
か
す
が
、
特
に
法
華
経
に
こ
れ

を
明
か
し
て
い
る
と
す
る
。
し
か
し
、
爾
前
迩
門
は
理
を
好
む
た
め
、
実
相
法
身
の
理
に
約
し
て
時
機
の
不
思
議
を
明
か
し
た
も
の

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

－138－



次
に
隆
師
は
、
「
釈
迦
如
来
の
久
遠
は
皆
衆
生
の
一
心
の
中
に
在
り
。
」
の
文
を
円
珍
の
釈
と
し
て
引
用
す
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ

｛
Ｍ
）
（
鳩
）
（
肥
）

る
。
こ
の
文
は
円
珍
以
外
に
も
、
円
仁
「
義
網
集
」
『
諸
仏
掌
中
要
決
」
、
安
然
「
教
時
問
答
」
、
伝
源
信
「
万
法
甚
深
最
頂
仏
心
法

（
〃
）要

」
、
等
に
お
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
円
珍
の
著
述
中
で
は
、
「
阿
若
集
」
に
そ
の
記
述
が
見
ら
れ
、
『
阿
若
集
」
は
、

『
教
観
日
記
」
よ
も
呼
ば
れ
、
円
融
一
実
の
理
観
を
三
種
教
相
（
こ
こ
で
は
、
毘
盧
遮
那
遍
一
切
処
の
大
悲
観
を
指
す
）
の
理
観
と

（
肥
）

し
て
説
い
た
も
の
と
さ
れ
、
偽
書
の
疑
い
が
濃
厚
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
伝
源
信
「
教
観
大
綱
」
で
は
、
「
山
王
院
云
。
釈
迦
如

（
卿
）

来
。
久
遠
成
道
。
皆
訓
衆
生
ノ
ー
念
心
中
一
臭
。
」
と
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
で
き
る
。
そ
こ
で
実
際
に
隆
師
の
引
用
箇
所
に
つ

い
て
見
て
い
く
と
、
以
下
の
記
述
が
確
認
で
き
る
。

沁
何
ぞ
新
成
の
仏
顕
本
せ
ず
と
云
ふ
く
け
ん
や
。

価
て
衆
生
迷
故
成
二
多
衆
生
一
と
云
ふ
日
は
衆
生
は
因
分
に
居
し
て
自
他
彼
此
の
情
量
を
存
す
と
雌
も
、
諸
仏
覚
故
会
成
・
一

（
拝
提
心
勘
）

体
一
し
て
極
果
に
至
れ
ば
内
証
は
法
界
遍
照
し
て
自
他
の
情
量
を
絶
し
て
三
世
十
方
を
一
念
に
照
し
及
達
悟
已
去
来
今
す
れ
ば

（
弘
の
五
）

久
遠
と
今
日
の
差
別
も
な
く
迷
謂
内
外
悟
唯
一
心
す
れ
ば
久
近
は
一
念
に
し
て
、
久
遠
成
道
と
云
ふ
も
昨
日
今
日
の
間
に
あ

（
山
王
院
の
駁
な
り
）

る
故
に
、
五
百
塵
数
の
界
数
と
云
ふ
も
五
住
の
迷
雲
晴
る
れ
ば
唯
一
念
の
塵
数
な
り
。
此
の
時
は
釈
迦
如
来
ノ
久
遠
成
道
在
斗
皆

衆
生
一
念
ノ
心
ノ
中
一
一
一
と
云
は
れ
て
さ
し
も
遠
々
な
る
久
遠
も
一
念
に
あ
り
。
迷
ふ
時
は
三
世
遠
々
に
し
て
久
遠
と
思
へ
ど
も
、

に
な
っ
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
、
先
に
述
べ
た
忠
尋
の
義
も
こ
の
意
味
を
採
っ
た
も
の
で
あ
り
、
円
珍
の
解
釈
に
つ
い
て
も
あ
く
ま
で

理
の
久
遠
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
ら
は
迩
門
の
範
購
に
お
け
る
本
門
を
指
し
た
久
遠
の
意
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
両
者
の

解
釈
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
が
解
さ
れ
る
。

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）
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妬
で
は
、
新
成
顕
本
の
問
題
に
対
し
て
、
隆
師
は
新
成
顕
本
を
認
め
る
立
場
か
ら
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
衆
生
は
迷

（
別
）

う
故
に
多
く
の
衆
生
と
な
る
」
と
い
う
引
用
文
を
挙
げ
、
衆
生
が
因
分
に
あ
る
時
は
自
身
や
他
人
等
が
情
量
を
存
し
て
い
る
が
、
極

果
に
至
れ
ば
そ
の
内
証
は
法
界
を
遍
く
照
ら
し
、
三
世
十
方
を
一
念
に
照
ら
す
こ
と
は
、
「
菩
提
心
論
」
や
『
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘

決
」
巻
第
五
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
久
遠
と
近
成
を
一
念
に
あ
る
と
す
る
こ
と
で
、
五
百
億
座
点
劫
の
塵
数
を
五
住

の
煩
悩
と
定
義
し
、
こ
の
煩
悩
を
生
滅
す
る
に
は
た
だ
一
念
の
塵
数
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
時
を
指
し
て
、
円
珍
の
「
皆
在
衆

生
一
念
心
中
」
の
文
を
引
用
し
、
久
遠
も
一
念
に
あ
り
、
釈
尊
の
久
遠
成
道
も
我
等
が
一
念
に
あ
り
、
本
因
本
果
・
法
界
を
遍
く
照

ら
せ
ば
身
土
と
仏
身
が
当
体
蓮
華
・
当
体
妙
法
と
な
り
、
因
果
同
時
に
し
て
凡
夫
と
聖
人
が
一
念
に
な
る
と
す
る
。
こ
の
本
理
を
証

得
し
て
妙
覚
の
位
に
叶
う
こ
と
で
、
三
世
の
深
い
智
慧
を
得
る
。
そ
し
て
、
三
千
遍
法
界
の
悟
り
を
開
く
と
し
な
が
ら
、
な
ぜ
新
成

顕
本
し
な
い
と
い
う
の
か
と
指
摘
し
て
、
天
台
宗
の
新
成
顕
本
の
問
題
に
つ
い
て
批
判
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

釦
雛
実
教
中
一
有
し
長
有
し
短
と
云
へ
る
長
の
辺
は
退
大
の
者
に
約
す
か
、
は
た
相
続
修
の
者
に
約
す
か
。

天
台
宗
の
義
に
云
く
、
長
・
短
は
機
に
在
り
、
法
の
法
体
は
長
短
一
如
に
し
て
長
短
宛
然
な
り
。
さ
れ
ば
釈
尊
往
昔
の
因
行

を
説
く
に
は
一
処
に
は
疾
得
菩
提
と
説
き
、
一
処
に
は
無
量
阿
僧
企
劫
修
習
是
難
得
と
宣
く
、
或
は
三
千
塵
点
五
百
塵
点
の
因

行
果
徳
の
相
、
此
等
は
仏
果
円
満
の
上
の
長
短
一
如
の
長
短
な
り
。
故
に
三
千
塵
点
と
云
ふ
も
一
念
の
全
体
な
り
。
五
百
塵
点

と
云
ふ
も
五
十
小
劫
謂
如
半
日
と
云
ふ
が
如
く
、
半
日
刹
那
の
全
体
な
り
。
さ
れ
ば
一
念
非
至
念
一
一
即
チ
是
レ
久
遠
劫
、
無
量
非
室

（
釦
）

本
せ
ず
と
云
ふ
く
け
ん
や
。

悟
る
時
は
久
近
一
念
に
し
て
、
釈
尊
の
久
遠
成
道
は
即
ち
我
等
が
一
念
に
居
し
、
念
々
歩
々
に
五
百
墨
点
を
経
て
行
住
坐
臥
の

色
心
に
本
因
本
果
を
具
し
、
本
因
本
果
法
界
遍
照
す
れ
ば
身
土
依
正
塵
々
法
々
即
当
体
蓮
華
当
体
妙
法
な
れ
ば
因
果
同
時
に
し

て
凡
聖
一
念
な
り
。
此
の
本
理
を
証
し
て
妙
覚
の
位
に
か
な
ひ
、
三
世
了
達
の
智
を
得
て
三
千
遍
法
界
の
悟
を
開
き
な
が
ら
顕

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）
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引
用
文
が
長
く
な
っ
た
が
、
鋤
に
お
い
て
隆
師
の
解
釈
で
は
、
「
実
教
の
中
に
も
長
短
あ
り
と
難
も
」
と
い
う
文
の
「
長
」
と
い

う
辺
は
退
大
の
者
を
指
す
の
か
、
ま
た
は
相
続
修
の
者
を
指
す
の
か
と
い
う
問
い
を
設
け
、
天
台
宗
の
義
と
し
て
長
短
は
機
根
に
あ

り
、
法
の
法
体
は
長
短
一
如
で
同
じ
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
釈
尊
が
過
去
に
因
行
を
説
く
時
や
場
所
に
よ
り
「
疾
得
菩
提
」

や
「
無
量
阿
僧
祇
劫
修
習
是
難
得
」
と
宣
く
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
三
千
塵
点
．
五
百
億
塵
点
の
因
行
と
果
徳
の
相
が
仏
果
円
満
の

上
の
長
短
一
如
の
長
短
で
あ
る
と
し
、
三
千
塵
点
も
一
念
の
全
体
で
あ
り
五
百
億
座
点
も
半
日
刹
那
の
全
体
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の

証
拠
と
し
て
円
珍
の
．
念
は
一
念
に
あ
ら
ず
」
、
及
び
「
皆
在
衆
生
一
念
心
中
」
の
文
を
引
用
し
、
こ
れ
ら
は
全
て
長
短
一
如
の

上
に
三
世
が
同
じ
も
の
と
し
て
長
短
が
あ
り
、
天
台
宗
の
義
を
解
釈
す
る
根
拠
と
し
て
円
珍
の
説
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
当
宗
で
は
、
開
迩
顕
本
の
上
の
純
円
唯
本
の
正
意
は
三
千
塵
点
．
五
百
億
塵
点
と
い
う
長
い
時
間
で
あ
り
、
そ
の
故
に
「
本

門
の
正
意
は
寿
の
長
遠
を
顕
わ
す
。
寿
の
長
遠
は
永
く
異
な
る
。
」
と
定
め
て
い
る
。
よ
っ
て
短
の
辺
で
は
爾
前
迩
門
に
あ
た
り
、

｛
灘
）

権
経
と
為
す
な
り
。

無
量
一
郎
チ
是
レ
ー
刹
那
と
云
ひ
、
或
は
釈
迦
如
来
ノ
久
遠
成
道
ハ
皆
在
。
衆
生
一
念
ノ
心
中
一
ど
云
て
、
是
れ
皆
長
短
一
如
の
上
に
三

世
宛
然
と
し
て
長
短
こ
れ
あ
り
。
故
に
四
眼
二
智
の
辺
は
長
短
宛
然
な
る
長
の
辺
に
退
者
あ
り
。
短
の
辺
に
相
続
修
者
あ
り
と

云
ふ
心
、
何
ぞ
こ
れ
な
か
ら
ん
や
。
し
か
り
と
雌
も
仏
眼
種
智
真
空
冥
寂
の
辺
は
非
長
非
短
の
相
な
り
。
此
の
如
く
五
眼
三
智

仏
果
円
満
の
上
の
長
短
一
如
の
長
短
の
功
徳
を
、
機
の
方
よ
り
一
分
一
分
之
を
取
て
、
長
短
二
機
は
相
分
か
れ
た
り
云
云
。

当
宗
の
義
に
云
く
、
爾
前
迩
門
の
意
は
猶
を
対
機
を
以
て
正
と
為
す
故
に
、
「
若
ン
依
謨
実
道
一
定
阜
短
ヲ
為
四
正
ト
と
釈
す
る
な

り
。
開
迩
顕
本
の
上
の
純
円
唯
本
の
正
意
は
三
五
長
劫
な
り
。
故
に
本
門
ノ
正
意
ハ
顕
率
寿
ノ
長
遠
与
寿
ノ
長
遠
ハ
永
ク
異
ナ
リ
と
定
め
た

り
。
故
に
定
短
為
正
と
云
ふ
短
の
辺
は
迩
門
爾
前
諸
部
の
円
に
通
ず
と
云
へ
ど
も
、
仏
寿
長
遠
の
辺
は
永
異
諸
経
し
て
更
に
通

ぜ
ざ
る
な
り
。
故
に
仏
寿
長
遠
の
過
去
常
の
根
本
法
輪
を
明
す
御
経
を
能
開
の
経
王
と
為
し
、
近
々
の
短
を
明
す
経
を
所
開
の

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）
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隆
師
の
著
述
に
見
え
る
「
法
華
論
記
」
と
思
わ
れ
る
引
用
は
一
四
箇
所
に
上
り
、
そ
の
内
、
引
用
箇
所
不
明
分
を
加
え
る
と
一
三

種
の
文
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
「
法
華
論
記
」
は
円
珍
の
真
撰
と
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
『
法
華
経
」
と
「
法
華

論
」
の
二
訳
中
、
菩
提
流
支
（
生
没
年
不
明
）
・
曇
林
共
訳
の
二
巻
本
を
対
合
し
、
『
法
華
玄
義
』
『
法
華
文
句
』
『
法
華
玄
義
釈
銭
」

「
法
華
文
句
記
」
及
び
、
東
春
（
「
天
台
法
華
義
績
」
の
こ
と
か
）
の
注
を
骨
子
と
し
て
『
法
華
論
」
の
意
を
閲
明
し
よ
う
と
し
た
も

（
理
）

の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
隆
師
の
引
用
す
る
「
法
華
論
記
」
の
全
箇
所
を
紹
介
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、

特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
引
用
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

銘
次
二
本
朝
大
師
ノ
釈
二
云
ク
一
往
三
蔵
ヲ
名
テ
為
宰
小
乗
牛
再
往
ハ
三
教
ヲ
名
テ
為
予
小
乗
窪
。
此
ノ
文
意
ハ
一
往
ハ
通
別
そ
錐
嘩
共
子
大
乗
一
一

再
往
ハ
前
三
教
共
二
為
ユ
小
乗
↓
也
電
此
等
ハ
通
途
二
沙
汰
品
処
ノ
小
乗
大
乗
ノ
形
也
。

（
剛
）

日
蓮
宗
二
云
、
此
等
大
小
ノ
意
ハ
恐
ハ
迩
中
権
実
対
判
ノ
分
也
。
未
睦
顕
諦
仏
意
ノ
実
義
↓
猶
ホ
是
レ
有
余
不
了
ノ
意
也
云
今
。

銘
で
は
、
本
朝
大
師
の
釈
と
し
て
隆
師
は
紹
介
し
て
お
り
、
管
見
の
限
り
円
珍
の
「
法
華
論
記
」
に
お
い
て
そ
の
記
述
が
確
認
で

き
た
た
め
、
一
応
「
法
華
論
記
」
の
引
用
で
あ
る
も
の
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。
銘
は
、
「
名
目
見
聞
」
に
お
い
て
円
珍
の
、
一
往

は
三
蔵
（
経
・
律
・
論
）
を
小
乗
と
し
、
再
往
は
三
教
（
蔵
・
通
・
別
）
を
小
乗
と
す
る
と
い
う
文
を
引
用
し
、
こ
の
文
は
、
一
般
的

に
解
釈
す
る
所
の
小
乗
・
大
乗
の
定
義
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
蓮
義
の
立
場
よ
り
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
大
乗
・
小
乗
の
意

は
迩
門
の
中
の
権
実
判
の
立
場
で
あ
る
た
め
、
未
だ
に
仏
意
の
真
意
を
捉
え
て
い
な
い
不
完
全
な
説
と
し
て
、
こ
の
引
用
文
を
批
判

近
い
過
去
を
明
か
す
た
め
所
開
の
経
と
す
る
一
方
、
長
の
辺
は
過
去
常
の
根
本
法
輪
を
明
か
す
能
開
の
経
と
な
る
と
主
張
し
、
長
短

一
如
と
い
う
一
瞬
の
中
に
久
遠
が
あ
る
と
す
る
天
台
宗
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）
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華
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娚
本
朝
大
師
（
山
王
院
）
の
釈
に
云
く
、
本
地
ノ
因
果
ハ
倶
常
ノ
寿
常
寿
無
”
極
り
出
二
過
ス
三
世
一
芸
云
。
開
目
抄
に
云
く
本
門
の
十
界
の

因
果
を
説
き
顕
す
是
れ
即
ち
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
っ
て
、
真
の
十

界
互
具
百
界
千
如
一
念
三
千
な
り
云
云
。
此
の
御
抄
の
御
心
も
本
因
の
三
千
、
本
果
の
三
千
と
定
判
あ
り
。

此
等
の
諸
文
悉
く
本
門
正
在
報
身
の
本
因
本
果
事
成
の
顕
本
は
久
遠
常
住
の
因
果
な
れ
ば
無
始
無
終
に
し
て
、
三
千
通
法
界
ハ

因
、
諸
法
実
相
ハ
円
満
ノ
果
也
と
定
判
す
る
其
の
本
因
本
果
に
警
ふ
る
五
百
塵
点
な
る
故
に
、
五
百
と
云
ふ
も
無
始
無
終
の
五
百

に
し
て
無
量
無
辺
不
可
称
計
の
五
百
な
り
。
本
因
本
果
の
因
果
の
方
は
五
百
に
臂
へ
、
本
と
本
と
の
久
遠
無
始
無
終
な
る
方
を

ば
塵
数
の
斉
限
な
く
不
可
称
計
に
し
て
、
弥
勒
も
知
ら
ざ
る
辺
に
警
ふ
る
な
り
。
弥
勒
は
既
に
等
覚
に
居
し
於
是
事
中
亦
所
不

達
と
云
ふ
不
思
議
の
塵
数
を
五
百
の
言
に
迷
ひ
て
五
百
に
斉
限
あ
り
と
云
っ
て
是
れ
真
実
に
あ
ら
ず
と
て
、
此
の
事
成
顕
本
の

（
鴻
）

外
に
如
来
内
証
の
無
作
三
身
の
理
本
之
れ
あ
り
と
云
ふ
は
経
釈
を
破
る
大
僻
見
な
り
。

次
に
、
網
に
お
い
て
も
本
朝
大
師
の
釈
と
し
て
、
円
珍
の
「
法
華
論
記
」
を
引
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
本
地

の
因
果
は
倶
常
の
寿
で
あ
り
、
常
寿
は
極
ま
り
な
く
三
世
に
出
過
す
る
。
」
と
い
っ
た
文
を
引
用
し
て
い
る
。
隆
師
は
、
こ
の
文
を

引
用
し
た
直
後
に
「
開
目
抄
」
の
本
因
本
果
の
法
門
を
引
用
し
、
本
因
本
果
一
念
三
千
に
つ
い
て
の
解
釈
を
施
し
て
い
る
。
隆
師
に

よ
れ
ば
、
『
法
華
論
記
」
と
「
開
目
抄
」
の
二
文
は
い
ず
れ
も
、
本
門
正
在
報
身
に
み
え
る
本
因
本
果
の
事
成
顕
本
は
、
久
遠
常
住

の
因
果
で
あ
っ
て
、
無
始
無
終
で
あ
り
遍
於
法
界
を
因
、
諸
法
実
相
を
果
と
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
本
因
本
果
に
瞥
え
た
五

百
億
塵
点
は
、
無
始
無
終
の
五
百
億
座
点
で
あ
る
た
め
無
趾
無
辺
で
あ
り
、
は
か
り
数
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
五
百
億
塵
点
で
あ
る
。

本
因
本
果
の
因
・
果
を
五
百
億
塵
点
に
譽
え
、
本
と
本
を
久
遠
無
始
無
終
と
す
る
こ
と
で
塵
数
が
斉
限
な
く
、
は
か
り
数
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
と
し
て
弥
勒
菩
薩
も
知
ら
ざ
る
と
し
た
辺
に
響
え
て
い
る
。
し
か
し
、
弥
勒
菩
薩
は
す
で
に
等
覚
の
位
に
居
し
て

し
て
い
る
。

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）
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い
る
た
め
、
諸
世
界
が
無
量
無
辺
で
数
え
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
不
思
議
の
塵
数
を
、
五
百
と
い
う
言
葉
に
迷
っ
て
五
百
に

斉
限
が
あ
る
と
し
て
、
真
実
に
あ
ら
ず
と
主
張
す
る
者
も
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
事
成
顕
本
の
外
に
如
来
の
内
証
の
無
作
三
身
の
理

本
顕
本
が
あ
る
と
す
る
た
め
、
法
華
経
の
解
釈
を
破
る
大
き
な
過
ち
で
あ
る
と
隆
師
は
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
隆
師
は

「
法
華
論
記
」
の
こ
の
一
文
を
日
蓮
義
を
も
っ
て
解
釈
を
加
え
る
こ
と
で
、
塵
点
劫
解
釈
の
問
題
に
つ
い
て
五
百
億
塵
点
劫
に
斉
限

あ
り
と
す
る
立
場
を
批
判
す
る
た
め
の
一
要
素
と
し
て
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
郡
）

⑲
又
論
記
［
山
王
院
］
に
云
く
、
本
因
下
種
本
果
得
道
文
。
此
等
の
解
釈
分
明
に
本
因
本
果
下
種
な
り
と
定
め
た
ま
へ
り
。

（
”
）

鱒
の
文
は
、
「
久
遠
下
種
は
本
因
・
本
果
に
亘
る
や
。
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
天
台
宗
の
義
を
援
証
す
る
た
め
の
一
文
と
し
て
、

本
因
本
果
下
種
の
主
張
を
紹
介
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
「
法
華
論
記
」
を
引
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
は
「
法
華
論
記
」
中

に
は
確
認
で
き
ず
、
管
見
の
限
り
円
珍
の
他
の
著
述
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
隆
師
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
『
法
華
論

記
」
を
披
見
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
そ
う
い
っ
た
中
、
隆
師

は
こ
の
引
用
文
の
後
に
当
宗
の
義
と
し
て
、

さ
れ
ば
一
切
衆
生
得
益
の
時
は
、
因
果
不
二
の
本
果
を
以
て
面
と
為
し
て
釈
尊
の
尊
形
を
示
し
、
又
一
切
衆
生
最
初
下
種
の
時

は
、
因
果
不
二
の
本
因
を
以
て
面
と
為
し
て
地
涌
の
尊
形
を
示
し
父
子
の
相
を
顕
し
下
種
を
成
ず
。
故
に
本
因
果
種
と
云
ふ
は
、

（
配
）

本
因
に
即
す
る
本
果
に
も
下
種
を
為
す
と
云
ふ
事
な
り
。

と
述
べ
、
一
切
衆
生
が
得
脱
の
利
益
を
得
る
時
に
は
因
果
不
二
の
本
果
の
面
か
ら
釈
尊
の
尊
形
を
示
す
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
切

衆
生
最
初
下
種
の
時
に
お
い
て
は
、
因
果
不
二
の
本
因
を
面
と
し
て
地
涌
の
菩
薩
を
尊
形
と
明
示
す
る
こ
と
で
、
父
子
の
相
を
顕
現

し
下
種
を
生
じ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
両
面
よ
り
解
釈
す
れ
ば
「
本
因
果
種
」
で
あ
る
と
言
え
、
本
因
に
即
し
た
本
果

に
お
い
て
も
下
種
を
生
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
し
て
い
る
。

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
潔
立
晋
）
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『
授
決
集
」
は
円
珍
の
真
撰
と
さ
れ
、
円
珍
が
弟
子
良
勇
（
八
五
四
～
九
二
三
）
の
た
め
に
、
在
唐
の
時
に
天
台
山
禅
林
良
謂
か

ら
面
授
口
決
を
得
た
覚
書
及
び
平
常
書
き
留
め
置
い
た
も
の
を
集
記
し
て
五
十
四
条
を
ま
と
め
、
こ
れ
を
上
下
二
巻
に
分
け
「
授
決

集
」
と
名
付
け
て
良
勇
に
授
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
三
井
寺
一
門
で
は
本
書
を
円
珍
が
全
生
命
を
投
じ
て
得
た
結
品
で

あ
り
、
宗
旨
の
秘
奥
を
悉
く
集
め
た
秘
記
で
あ
る
と
尊
重
し
た
た
め
、
本
書
は
天
台
宗
寺
門
派
教
学
の
根
本
権
威
を
な
す
書
で
あ
る

（
鋤
）

と
さ
れ
て
い
る
。
隆
師
は
そ
の
著
述
中
に
お
い
て
「
授
決
集
」
の
も
の
と
思
わ
れ
る
引
用
が
七
箇
所
確
認
で
き
る
。

別
或
は
山
王
院
の
御
釈
に
浅
深
の
次
第
に
約
し
て
之
を
列
ぬ
と
釈
し
た
ま
へ
り
。
此
の
義
最
も
相
叶
へ
る
な
り
。

当
宗
の
義
に
云
く
、
此
の
事
は
私
の
義
を
存
す
べ
か
ら
ず
、
御
抄
の
御
義
に
任
す
べ
き
な
り
。
価
ち
守
護
国
家
論
の
初
に
云

く
、
問
ァ
曰
ク
無
量
義
経
二
云
ク
初
二
説
垂
四
諦
一
乃
至
次
二
説
套
方
等
十
二
部
経
・
摩
訶
般
若
・
華
厳
海
空
司
如
誤
此
文
者
般
若
経
ノ

後
二
説
秒
華
厳
経
↓
相
違
如
何
ン
、
答
ァ
曰
ク
浅
深
ノ
次
第
＃
歎
或
ハ
後
分
ノ
華
厳
簡
歎
と
定
判
し
た
ま
へ
り
。
此
の
中
に
は
一
代
浅
深

（
卯
）

の
次
第
と
云
ふ
義
を
台
家
に
も
相
違
な
き
義
と
し
て
成
さ
る
る
間
、
当
宗
の
為
に
も
子
細
な
き
義
な
り
云
云
。

（
制
）

ま
ず
別
で
は
、
「
般
若
を
以
て
華
厳
の
前
に
之
を
説
く
と
云
ふ
べ
き
や
。
」
と
い
う
算
題
に
対
し
、
天
台
宗
の
義
と
し
て
円
珍
の

「
授
決
集
」
を
引
用
す
る
箇
所
で
あ
る
。
円
珍
の
解
釈
で
は
、
浅
深
の
次
第
に
よ
っ
て
般
若
経
と
華
厳
経
の
関
係
を
列
ね
る
べ
き
で

あ
る
と
し
、
こ
の
義
が
最
適
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
当
宗
の
義
と
し
て
は
、
「
守
護
国
家
論
」
を
引
用
し
、
円
珍
と
同
じ
く
一

代
浅
深
の
次
第
と
い
う
義
に
つ
い
て
天
台
宗
と
相
違
が
な
い
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

宛
天
台
宗
の
義
に
云
く
、
此
の
教
証
二
道
の
法
門
は
上
代
も
天
台
一
宗
の
大
事
と
し
て
山
王
院
大
師
、
決
を
異
朝
に
遣
る
、
其
の

旨
、
授
決
集
に
見
え
た
り
。
之
に
依
て
授
決
集
に
云
く
、
今
決
シ
テ
曰
ク
、
仏
己
心
中
二
所
。
修
証
認
法
ハ
即
チ
是
レ
証
道
ナ
リ
、
以
毒
発
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人
の
著
述
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み
る
智
証
大
師
円
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述
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心
畢
寛
ニ
ニ
シ
テ
不
誇
別
曾
也
、
自
証
已
後
随
一
四
種
ノ
根
一
演
宣
二
説
ス
諸
法
買
即
チ
是
レ
教
道
ナ
リ
、
以
ｗ
教
二
化
ス
ル
ヲ
衆
生
宅
為
弩
其
大

事
卦
故
二
、
且
ク
以
毒
仏
乗
与
為
亨
証
道
↓
以
言
一
乗
↓
為
ユ
教
道
斗
、
以
吟
円
ヲ
為
幸
証
↓
、
以
与
別
通
蔵
与
為
宰
教
道
式
以
一
実
智
宅
為
幸
証
道
式

以
与
権
智
↓
為
宰
教
道
↓
、
正
体
是
レ
証
ナ
リ
、
後
二
得
ル
ハ
是
レ
教
ナ
リ
、
教
ハ
権
ナ
リ
証
ハ
実
；
復
各
相
兼
タ
リ
、
錐
歴
然
リ
ト
権
極
テ
帰
厚
教
二
、
実

極
テ
帰
鹿
証
二
、
証
中
之
教
ハ
究
寛
ス
レ
バ
是
レ
実
ナ
リ
、
教
中
之
証
ハ
終
二
帰
ユ
方
便
一
一
、
若
ン
得
誤
此
ノ
趣
宅
千
車
同
噴
徹
ヲ
、
昔
承
和
ノ
年
、

便
入
唐
間
、
覚
大
師
領
噂
衆
ヲ
於
毒
経
蔵
ノ
前
一
引
召
卜
諸
ヲ
如
峰
此
ノ
、
得
タ
ル
ハ
者
少
ナ
リ
不
皿
得
者
ハ
多
ナ
リ
、
大
師
頗
ル
似
二
不
得
電
此
の

授
決
集
の
釈
の
教
証
二
道
の
分
別
重
々
な
り
。
其
の
中
に
決
の
本
意
は
円
を
以
て
証
道
と
為
し
、
前
三
教
を
以
て
教
道
と
為
す
、

是
れ
所
詮
な
り
。
此
の
如
く
能
く
能
く
教
証
二
道
の
法
門
に
達
せ
ば
一
家
天
台
の
教
観
に
は
迷
ふ
く
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
毒

（
漣
）

此
の
授
決
集
の
釈
の
教
証
二
道
の
分
別
重
々
な
り
。

砲
に
お
い
て
も
、
天
台
宗
の
義
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
箇
所
で
、
教
道
（
言
葉
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
教
説
や
そ
の
教
説
に
よ
っ
て
実
践

修
行
す
る
こ
と
）
と
証
道
（
仏
の
道
を
修
行
し
て
そ
の
教
説
の
真
理
を
証
得
す
る
こ
と
）
の
二
道
の
法
門
に
つ
い
て
円
珍
の
「
授
決
集
」

を
引
用
し
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
授
決
集
」
に
よ
れ
ば
、
仏
の
己
心
の
中
に
修
証
す
る
所
の
法
は
証
道
で
あ
る
と

す
る
。
ま
た
発
心
（
菩
提
を
求
め
る
心
を
起
こ
す
こ
と
）
や
畢
寛
（
究
極
・
至
極
・
最
終
な
ど
の
意
）
と
・
い
っ
た
二
つ
の
語
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
自
証
（
お
の
ず
か
ら
真
理
を
悟
る
こ
と
）
以
降
で
は
、
四
種
（
因
縁
・
約
教
・
本
迩
・
観
心
）
の

能
力
に
随
っ
て
諸
法
を
宣
説
す
る
こ
と
を
教
道
と
す
る
。
次
に
、
衆
生
を
教
化
す
る
こ
と
を
第
一
と
す
る
こ
と
は
、
仏
乗
（
全
て
の

衆
生
を
救
済
し
成
仏
さ
せ
る
偉
大
な
唯
一
の
教
え
）
を
以
て
証
道
と
し
、
三
乗
（
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
）
を
以
て
教
道
と
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
法
華
円
教
を
以
て
証
道
と
し
、
蔵
教
・
通
教
・
別
教
を
以
て
教
道
と
し
た
り
、
実
智
（
真
実
の
智
慧
）
を
以
て
証
道

と
し
、
権
智
（
方
便
の
智
慧
）
を
以
て
教
道
と
な
す
と
も
言
え
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
正
体
は
証
道
で
あ
り
、
後
に
得
る

も
の
と
し
て
は
教
道
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
教
道
は
、
権
教
・
証
道
を
実
教
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
は
兼
ね
る
こ
と
も
あ
る
と

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）
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と
規
定
し
、
爾
前
迩
門
は
教
道
、
本
門
八
品
上
行
要
付
の
三
大
秘
法
の
み
が
真
実
の
「
永
く
諸
経
と
異
な
る
」
「
教
い
よ
い
よ
実
な

れ
ば
位
い
よ
い
よ
下
し
」
と
す
る
易
行
の
証
道
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

隆
師
に
よ
れ
ば
、
「
授
決
集
」
の
教
証
二
道
は
蔵
教
・
通
教
・
別
教
を
教
道
と
し
、
法
華
円
教
を
証
道
と
す
る
こ
と
は
所
詮
で
あ

り
、
あ
く
ま
で
権
実
判
を
示
し
た
も
の
で
三
種
教
相
中
、
初
重
教
相
を
明
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
隆
師
の
主
張
す
る
教
証
二
道
と
は
、

故
に
爾
前
迩
門
は
教
道
と
成
り
、
本
門
八
品
上
行
要
付
の
三
大
秘
法
独
り
真
実
永
異
諸
経
の
教
弥
実
位
弥
下
の
易
修
易
行
の
証

す
る
。
よ
っ
て
、
権
教
が
極
ま
る
こ
と
で
教
道
に
帰
し
、
実
教
が
極
ま
る
こ
と
で
証
道
に
帰
す
る
こ
と
は
、
証
道
の
中
の
教
道
は
究

寛
す
れ
ば
実
教
と
な
り
、
教
道
の
中
の
証
道
は
終
に
方
便
に
帰
す
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
の
「
授
決
集
」
の
解
釈
で
は
、
教

道
・
証
道
の
二
道
の
分
別
は
重
な
り
合
っ
て
お
り
、
そ
の
真
意
は
法
華
円
教
を
証
道
、
蔵
・
通
・
別
の
三
教
を
教
道
と
し
、
こ
れ
ら

は
あ
く
ま
で
所
詮
で
あ
り
、
教
証
二
道
に
法
門
に
達
す
る
こ
と
で
、
天
台
宗
に
お
い
て
教
相
と
観
心
に
つ
い
て
迷
う
こ
と
は
な
い
と

紹
介
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、
隆
師
は
こ
れ
を
受
け
て
当
宗
の
義
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

当
宗
の
義
に
云
く
、
彼
の
授
決
集
の
教
証
二
道
の
分
別
重
々
な
れ
ど
も
、
其
の
詮
要
は
蔵
通
別
を
教
道
と
為
し
、
円
教
を
証

道
と
為
し
て
、
之
を
以
て
所
詮
と
為
す
故
に
、
権
実
・
本
迩
の
中
に
は
権
実
の
意
に
し
て
、
三
重
教
相
中
に
は
初
重
教
相
の
意

な
る
間
、
迩
門
の
心
な
り
。
故
に
教
証
二
道
の
分
別
未
だ
極
成
せ
ず
。
此
の
上
に
第
二
第
三
教
相
五
味
主
の
上
の
教
証
二
道
の

（
郷
｝

道
な
り
。

（
”
｝

分
別
こ
れ
あ
る
べ
し
。
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隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
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て
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澤
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「
円
多
羅
義
集
」
と
は
、
「
円
多
羅
義
集
唐
決
』
と
も
い
い
、
偽
書
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
『
授
決
集
」
の
五
十
四
条
を

口
決
を
も
っ
て
そ
の
意
趣
を
集
録
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
胎
蔵
法
門
を
中
心
と
し
た
円
密
一
致
の
思
想
に
基
づ
い
て
叙

述
し
て
い
る
。
本
普
は
「
授
決
集
」
が
密
教
教
義
を
重
く
説
か
な
か
っ
た
欠
を
補
い
阿
字
義
に
主
力
を
注
い
で
円
密
一
致
を
説
い
て

い
る
。
そ
の
た
め
「
円
多
羅
義
集
」
は
、
阿
字
義
を
中
心
に
置
い
た
達
意
的
に
講
述
し
た
口
伝
書
で
あ
っ
て
、
円
珍
の
著
述
で
は
な

（
弱
）

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
隆
師
は
自
身
の
著
述
に
お
い
て
、
『
円
多
羅
義
集
」
と
思
わ
れ
る
の
文
を
六
種
、
計
二
箇
所
の
引

用
が
確
認
で
き
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

用
が
確
認
で
き
、
そ
の
代
表
的
な
Ｊ

答
智
証
唐
決
ノ
意
難
吟
計
者
也
、
乍
庖
去
頓
漸
円
卜
立
ル
頓
漸
貝
第
五
判
教
下
ノ
大
綱
卜
得
し
意
、
円
卜
云
ヲ
ハ
上
二
如
吻
云
ガ
初
大
意
ノ
下
ヲ

（
秘
）

指
ｆ
得
い
意
無
二
相
違
一
者
也
。
其
故
二
浄
名
疏
ノ
文
其
証
拠
也
。
謂
ク
円
頓
漸
ノ
三
教
也
卜
云
々
。

（
”
）

的
は
、
「
名
目
見
聞
」
に
お
い
て
「
大
綱
三
教
ノ
事
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
隆
師
は
「
法
華
玄
義
」
巻
第
十
の

（
棚
）

説
か
れ
る
大
綱
三
種
に
つ
い
て
、
大
意
・
出
意
・
明
難
・
去
取
・
判
教
と
五
つ
の
文
段
に
分
け
、
日
蓮
義
よ
り
解
釈
を
施
し
て
い
る
。

そ
の
結
論
と
し
て
大
綱
の
三
教
は
、
現
在
迩
中
の
大
綱
で
あ
り
、
権
実
の
大
綱
を
指
す
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
主
張
で
は
、
円

珍
の
『
円
多
羅
義
集
」
の
解
釈
と
相
違
を
生
じ
る
と
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
答
え
と
し
て
、
「
円
多
羅
義

集
」
の
意
は
難
問
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
頓
・
漸
・
円
と
立
て
る
頓
・
漸
を
日
蓮
義
よ
り
解
釈
を
試
み
た
判
教
の
下
の
大
綱
で
あ
る
と

考
え
、
円
教
は
大
意
の
下
を
指
す
と
心
得
れ
ば
相
違
は
な
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
「
浄
名
経
疏
」
に
「
円
頓

（
調
）

漸
の
三
教
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
と
し
、
日
蓮
義
を
も
っ
て
「
円
多
羅
義
集
」
を
解
釈
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

的
疑
云
背
聿
智
証
唐
決
一
如
何
。

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

（
五
）
「
円
多
羅
義
集
」
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、
で
は
、
法
華
経
の
四
要
品
（
方
便
品
・
安
楽
行
品
・
如
来
寿
堂
品
・
観
世
音
菩
薩
普
門
品
）
に
つ
い
て
、
提
婆
達
多
品
を
要
品
に

採
用
す
る
こ
と
が
日
本
天
台
・
中
国
天
台
の
学
説
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
本
朝
大
師
（
円
珍
の
「
円
多
羅

義
集
」
か
）
の
文
と
し
て
、
「
法
華
の
勝
用
は
提
婆
品
に
在
り
」
と
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
隆
師
に
よ
れ
ば
、
提
婆
達
多

（
棚
）

品
を
要
品
に
指
定
す
る
根
拠
と
し
て
、
あ
く
ま
で
悪
人
・
女
人
の
即
身
成
仏
を
明
か
す
た
め
で
あ
り
、
隆
師
は
こ
の
説
を
採
用
し
な

私
さ
れ
ば
本
朝
大
師
は
「
不
軽
菩
薩
を
大
悲
菩
薩
と
名
づ
く
べ
し
」
と
判
じ
た
ま
え
り
。
か
く
の
如
く
、
本
因
妙
不
軽
折
伏
の
照

智
を
も
っ
て
、
上
行
要
付
の
下
種
の
妙
法
蓮
華
経
を
照
了
し
、
法
爾
の
鹿
妙
権
実
を
立
て
、
下
種
の
法
体
を
糺
明
し
、
下
種
は

権
乗
に
亘
ら
ず
、
偏
え
に
本
門
に
限
り
、
爾
前
・
迩
門
無
得
道
と
折
伏
す
る
な
り
。
こ
の
折
伏
を
教
主
釈
尊
、
本
門
八
品
を
説

（
枢
）

い
て
上
行
に
付
し
、
上
行
又
日
蓮
薩
唾
に
付
す
ｃ

こ
の
文
は
、
「
四
帖
抄
」
に
見
え
る
一
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
折
伏
の
行
相
に
つ
い
て
論
が
展
開
さ
れ
、
本
朝
大
師
の
「
不
軽

菩
薩
を
大
悲
菩
薩
と
名
づ
く
べ
し
」
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
文
は
「
円
多
羅
義
集
」
の
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
隆
師
は
言

及
し
て
お
ら
ず
、
本
朝
大
師
と
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。
隆
師
は
本
朝
大
師
の
説
と
し
て
、
円
珍
だ
け
で
な
く
円
仁
等
の
著
述
を
引
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
直
ち
に
本
朝
大
師
を
円
珍
と
規
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
文
は
「
円
多
羅
義
集
」
に
確

認
で
き
、
本
稿
で
は
一
応
、
『
円
多
羅
義
集
」
の
引
用
と
し
て
お
く
。
皿
で
は
、
隆
師
は
折
伏
の
行
相
と
し
て
不
軽
菩
薩
を
大
悲
菩

薩
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
因
妙
不
軽
菩
薩
の
折
伏
の
照
ら
す
智
を
も
っ
て
、
上
行
要
付
の
下
種
の
妙
法
蓮
華
経
を
照
ら

す
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
脆
妙
権
実
を
立
て
て
下
種
の
法
体
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
下
種
は
本
門
の
み
に
限
ら
れ
、
爾
前
迩
門

い
と
標
傍
し
て
い
る
。

別
一
義
に
云
く
、
四
要
品
の
外
に
提
婆
品
を
要
品
に
取
る
事
は
異
朝
本
朝
共
に
之
れ
有
り
、
或
は
本
朝
大
師
中
に
法
華
の
勝
用
は

一
義
に
云
く
、
四
要
品
の
外
に

〈
抑
）

提
婆
品
に
在
り
と
釈
し
給
へ
り
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こ
れ
ま
で
、
隆
師
の
著
述
に
見
え
る
、
「
阿
字
秘
釈
」
『
寿
量
品
妙
義
」
「
阿
若
集
』
『
法
華
論
記
」
「
授
決
集
」
「
円
多
羅
義
集
」
の

引
用
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
他
の
著
述
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

ま
ず
隆
師
は
、
「
辞
支
仏
集
」
を
二
箇
所
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
『
畔
支
仏
集
』
は
、
畔
支
仏
の
要
義
は
い
か
な
る

（
梱
）

も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
諸
経
論
の
説
を
集
録
し
批
判
し
た
も
の
で
あ
り
、
古
来
よ
り
円
珍
の
真
撰
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
隆
師
の
著
述
中
に
見
え
る
「
牌
支
仏
集
」
の
引
用
は
、
円
珍
の
文
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
稿
で
は
「
大
日
本

仏
教
全
書
」
を
参
照
し
て
お
り
、
隆
師
が
披
見
し
た
『
辞
支
仏
集
」
が
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
収
録
本
の
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
隆
師
が
異
本
の
「
畔
支
仏
集
」
を
参
照
し
た
の
か
、
孫
引
き
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
り
、
本

稿
で
は
、
一
応
『
辞
支
仏
集
」
の
項
目
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

印
支
仏
集
に
云
く
、
麟
嚥
亦
来
幸
仏
所
一
廻
心
ス
文
。
又
支
仏
因
縁
論
に
も
其
の
旨
分
明
な
り
。
但
し
此
の
如
く
麟
愉
仏
所
に
来
た

（
棚
）

る
と
云
ふ
は
、
今
経
の
本
迩
二
門
の
意
な
り
。

師
で
は
、
天
台
宗
の
義
と
し
て
「
畔
支
仏
集
』
『
畔
支
仏
因
縁
論
」
は
、
麟
嶮
（
縁
覚
・
畔
支
仏
の
一
種
で
、
常
に
一
人
で
修
行
し
て

い
る
独
覚
の
こ
と
。
騏
麟
の
角
が
一
本
で
あ
る
さ
ま
に
瞼
え
ら
れ
た
語
）
は
仏
の
所
に
来
て
、
小
乗
よ
り
大
乗
、
権
教
よ
り
実
教
、
迩
門

よ
り
本
門
へ
と
帰
依
す
る
。
こ
の
こ
と
は
法
華
経
の
本
迩
二
門
の
意
で
あ
る
と
す
る
一
方
、
当
宗
の
義
と
し
て
隆
師
は
、

は
無
得
道
で
あ
る
と
折
伏
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
折
伏
を
釈
尊
が
法
華
経
本
門
八
品
を
説
い
て
上
行
菩
薩
に
付
嘱
し
、
上
行
菩
薩
か

ら
日
蓮
聖
人
へ
と
付
嘱
さ
れ
る
こ
と
が
折
伏
の
行
相
で
あ
り
、
河
の
引
用
文
を
も
っ
て
折
伏
の
行
相
を
よ
り
明
確
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
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麟
嶮
は
久
遠
に
下
種
し
て
中
間
今
日
十
方
に
し
て
熟
益
を
成
ず
、
故
に
時
機
未
熟
権
立
小
名
し
て
且
く
麟
嶮
独
覚
の
名
を
立
て
、

下
種
内
薫
し
時
機
純
熟
す
れ
ば
、
法
華
を
説
て
開
三
開
通
し
て
脱
益
を
得
せ
し
め
、
脱
を
以
て
種
に
還
り
、
父
子
天
性
の
十
界

（
幅
）

三
千
を
顕
す
。
故
に
麟
喰
も
部
行
も
悉
く
今
経
の
会
座
に
来
る
な
り
。
謂
る
身
子
迦
葉
等
是
れ
な
り
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
文
に
よ
れ
ば
、
離
職
独
覚
は
久
遠
下
種
を
受
け
中
間
・
今
日
に
熟
益
を
成
じ
、
時
機
は
未
熟
で
あ
る
た
め
権

教
を
立
て
て
小
乗
と
称
す
。
ま
た
、
蹴
嶮
独
覚
の
名
を
立
て
て
下
種
を
内
包
し
、
時
機
が
純
熟
す
れ
ば
法
華
経
を
説
い
て
開
三
開
通

し
て
脱
益
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
脱
益
を
も
っ
て
下
種
へ
と
還
り
、
父
子
が
天
性
の
十
界
三
千
を
あ
ら
わ
す
と
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
、
騏
嶮
独
覚
や
部
行
独
覚
（
声
聞
の
時
に
仲
間
と
共
に
第
三
果
〈
阿
那
含
果
・
不
還
果
〉
ま
で
得
た
者
の
う
ち
、
第
四
果
〈
阿
羅
漢

果
・
無
学
果
〉
を
得
る
時
に
仏
や
教
法
か
ら
離
れ
て
独
り
で
悟
り
を
得
る
者
）
も
、
法
華
経
の
会
座
に
来
る
と
し
、
身
子
・
迦
葉
が
そ
の

例
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
離
職
独
覚
の
今
日
得
脱
を
実
現
し
た
根
本
は
、
あ
く
ま
で
久
遠
下
種
に
よ
る
成
仏
を
実
現
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
『
玄
義
略
要
」
は
真
撰
と
さ
れ
、
円
珍
が
在
唐
留
学
中
に
著
述
し
た
も
の
で
、
「
法
華
玄
義
」
に
対
す
る
円
珍
の
見
解
の
み

（
化
）

を
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
清
観
・
元
璋
・
物
外
・
良
謂
等
の
諸
師
の
説
を
伝
聞
し
論
じ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
隆
師
の
著
述
に
お
い

て
は
二
箇
所
の
引
用
が
確
認
で
き
る
。

釦
此
の
蓮
華
の
八
葉
と
は
八
教
な
り
、
四
教
な
り
。
本
朝
大
師
は
蓮
華
ノ
八
葉
ハ
表
。
彼
ノ
八
教
壺
等
と
釈
し
た
ま
へ
り
。
此
の
四
教

八
教
総
合
の
当
体
蓮
華
の
妙
法
五
字
を
十
界
依
正
塵
々
法
々
所
具
の
三
業
三
密
の
口
密
に
て
口
唱
す
れ
ば
、
我
等
が
三
業
三
密

即
当
体
蓮
華
の
妙
法
五
字
な
れ
ば
、
念
々
歩
々
声
々
の
口
密
の
言
音
即
四
教
八
葉
名
相
総
在
の
総
名
妙
法
蓮
華
経
な
り
。
故
に

久
成
の
釈
尊
口
唱
し
て
上
行
の
御
口
に
移
し
、
上
行
の
御
口
よ
り
日
蓮
大
士
の
御
口
に
移
し
、
及
び
一
切
衆
生
の
口
に
移
し
て

｛
”
）

下
種
を
成
ず
。

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

－151－



㈹
に
お
い
て
は
、
蓮
華
の
八
葉
は
八
教
で
あ
り
化
法
の
四
教
・
化
儀
の
四
教
で
あ
る
と
し
、
本
朝
大
師
（
円
珍
か
）
の
釈
と
し
て
、

「
玄
義
略
要
」
の
蓮
華
の
八
葉
は
八
教
を
表
す
と
い
っ
た
文
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
四
教
八
教
を
総
合
し
た
当
体
蓮
華
（
森
羅
万

法
の
当
体
を
直
ち
に
妙
法
蓮
華
経
と
観
念
す
る
こ
と
）
の
妙
法
五
字
を
、
十
界
の
依
報
・
正
報
が
塵
塵
法
法
（
六
根
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ

る
一
切
の
対
象
）
に
所
具
す
る
三
業
・
三
密
の
口
密
に
お
い
て
口
唱
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
当
体
蓮
華
の
妙
法
五
字
は
、
一
念

一
念
・
一
歩
一
歩
・
一
声
一
声
の
口
密
の
言
葉
や
音
に
よ
っ
て
、
四
教
八
葉
の
名
相
を
総
在
し
た
妙
法
蓮
華
経
と
な
る
。
よ
っ
て
久

遠
実
成
の
釈
尊
が
妙
法
五
字
を
口
唱
す
る
こ
と
で
、
上
行
菩
薩
の
口
へ
と
付
嘱
し
、
上
行
菩
薩
の
口
よ
り
日
蓮
聖
人
の
口
へ
と
付
嘱

す
る
。
そ
し
て
一
切
衆
生
の
口
に
付
嘱
す
る
こ
と
で
下
種
を
成
ず
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
隆
師
は
円
珍
の
「
玄
義
略

要
」
に
説
か
れ
る
一
文
を
日
蓮
義
を
盛
り
込
ん
で
解
釈
す
る
こ
と
で
、
蓮
華
の
八
葉
と
妙
法
五
字
の
関
係
性
に
つ
い
て
定
義
し
て
い

要
」
に
説
か
れ
る

所
確
認
で
き
る
。

「
法
華
嘱
累
問
答
」
は
円
珍
の
真
撰
と
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
嘱
累
品
の
位
置
に
つ
い
て
、
鳩
摩
羅
什
（
三
四
四
’
四
○
九
）
訳
は
経

中
に
置
き
、
竺
法
護
（
生
没
年
不
明
）
訳
の
『
正
法
華
経
」
「
法
華
論
」
は
経
末
に
置
く
こ
と
か
ら
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
位
置
づ
け
で

あ
る
の
か
を
問
答
体
で
述
べ
て
い
る
。
そ
の
結
論
と
し
て
円
珍
は
「
妙
法
蓮
華
経
」
を
採
用
し
、
諸
経
に
お
け
る
嘱
累
品
経
中
の
例

（
縄
）

を
列
挙
し
て
天
台
義
の
正
統
性
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
隆
師
は
、
そ
の
著
述
中
に
お
い
て
「
法
華
嘱
累
問
答
」
の
引
用
が
一
箇

る
こ
と
が
分
か
る
。

例
山
王
院
の
釈
に
云
く
、
問
何
ヲ
以
テ
ヵ
得
睦
知
噌
ト
ヲ
不
当
ト
ヲ
移
二
霊
山
一
也
答
、
経
二
一
雲
り
移
諸
天
人
置
於
他
土
唯
留
此
会
斗
故
二
知
ヌ

不
嗜
ト
ヲ
移
弐
霊
山
宅
問
経
二
一
諄
留
手
此
会
『
而
不
レ
云
二
留
庵
山
ヲ
住
考
ム
ト
豈
留
毒
霊
山
宅
答
為
し
令
し
坐
二
分
身
与
故
二
浄
弐
モ
此
土
↓

十
ノ
四
十
八
ヲ

分
身
ノ
諸
仏
不
し
到
二
霊
山
一
唯
遣
室
侍
者
↓
既
二
言
勺
留
兼
会
衆
↓
故
二
知
ヌ
不
皿
移
弐
霊
山
宅
也
故
二
記
二
云
ク
土
浄
コ
ト
ハ
為
し
安
二
諸
仏
↓
霊

山
ノ
旧
衆
不
甲
ハ
移
可
レ
然
文
此
れ
は
法
華
嘱
累
の
前
後
と
云
ふ
問
答
抄
の
文
な
り
、
助
証
に
之
を
引
き
、
公
所
に
て
言
を
顕

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
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の
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述
引
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（
卵
）

例
で
は
、
「
間
、
三
変
土
浄
の
時
霊
山
を
移
さ
ざ
る
歎
」
と
問
い
を
設
け
三
変
土
田
に
つ
い
て
検
討
す
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で

隆
師
は
、
三
変
土
田
の
時
は
分
身
諸
仏
を
座
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
霊
山
を
移
す
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の

説
を
補
強
す
る
た
め
に
隆
師
は
、
円
珍
の
『
法
華
嘱
累
問
答
」
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
、
文
末
に
は
、
助
証
と
し
て
は

「
法
華
嘱
累
問
答
」
を
引
く
こ
と
は
容
認
し
つ
つ
、
公
場
対
決
の
場
で
は
本
書
の
引
用
を
控
え
る
べ
き
で
あ
る
と
注
意
を
促
し
て
い

る
。
よ
っ
て
隆
師
は
、
自
身
の
教
学
理
解
を
深
め
る
た
め
に
「
法
華
嘱
累
問
答
」
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
教
義
論
争
の
た

め
の
証
文
と
し
て
の
使
用
に
つ
い
て
は
消
極
的
で
あ
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

「
講
演
法
華
儀
」
は
、
法
華
経
と
大
日
経
の
一
致
、
す
な
わ
ち
円
密
一
致
説
を
主
張
す
る
た
め
に
撰
述
し
た
も
の
と
さ
れ
、
偽
書

（
則
）

の
疑
い
が
強
い
。
そ
の
内
容
は
、
ま
ず
「
無
逓
義
経
」
を
釈
し
、
次
に
法
華
経
の
意
を
示
し
、
後
に
『
普
賢
菩
薩
行
法
経
」
の
大
旨

（
兇
）

を
述
べ
て
い
る
。
本
書
は
い
ず
れ
も
顕
密
両
教
に
渡
り
、
入
真
言
の
法
門
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
講
演
法

華
儀
」
は
隆
師
の
著
述
中
に
お
い
て
四
箇
所
確
認
で
き
る
。

“
次
に
本
門
円
頓
戒
の
機
は
名
字
即
の
人
な
り
、
戒
は
是
れ
信
を
以
て
正
と
為
す
、
名
字
は
信
位
な
る
故
に
、
二
種
の
機
の
中
の

信
心
入
の
機
と
こ
れ
同
じ
。
故
に
本
門
円
戒
の
正
機
な
り
、
之
に
依
て
山
王
院
の
云
く
、
入
聖
一
秘
密
蔵
一
有
二
二
機
一
と
云
へ
り
、

（
認
）

戒
家
の
正
意
、
二
種
の
機
の
中
に
は
信
心
入
の
者
正
意
な
り

“
は
、
本
門
円
戒
の
機
根
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
隆
師
は
名
字
即
の
愚
人
を
も
っ
て
本
門
円
戒
の
機
根
と
規
定
し
た
上
で
、

こ
の
戒
と
は
信
心
を
も
っ
て
正
意
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
の
上
で
円
珍
の
説
と
し
て
、
秘
密
蔵
（
こ
こ
で
は
真
言
密
教
の

教
え
で
は
な
く
、
法
華
経
の
一
仏
乗
の
教
え
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
）
に
入
る
に
は
二
種
の
機
が
あ
る
と
し
、
こ
の
語
を
信
じ
る
こ

と
を
成
仏
と
い
う
と
す
る
文
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
文
を
受
け
て
隆
師
は
、
円
珍
の
説
を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
日
蓮
義
の
立

（
伯
）

し
て
云
ふ
く
か
ら
ざ
る
な
り
云
云

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

－153－



場
か
ら
、
二
種
の
機
根
の
中
戸

根
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

二
種
の
機
根
の
中
に

万
で
は
、
「
智
証
大
師
の
法
華
科
文
に
」
と
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
円
珍
の
『
法
華
科
文
」
と
い
う
文
献
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（
副
）

た
だ
、
目
録
等
に
は
「
添
品
法
華
科
文
」
の
存
在
が
窺
え
る
こ
と
か
ら
も
、
隆
師
は
「
添
品
法
華
科
文
」
を
「
法
華
科
文
」
と
記
し

（
弱
）

た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
他
の
天
台
宗
諸
師
の
「
法
華
科
文
』
を
円
珍
の
説
と
し
て
孫
引
き
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

万
五
百
座
点
の
劫
数
は
実
事
な
り
、
仮
説
と
云
ふ
は
誤
り
な
り
。
天
台
宗
に
は
両
辺
な
る
様
な
れ
ど
も
、
落
居
は
仮
説
と
云
ふ
義

を
本
と
為
す
な
り
。
所
以
に
顕
本
の
実
義
と
云
ふ
は
、
如
来
の
内
証
無
作
本
覚
秘
密
の
三
身
法
体
法
爾
の
重
は
、
非
因
非
果
に

し
て
無
始
無
終
本
有
本
来
の
法
体
と
し
て
、
万
法
己
々
法
爾
と
し
て
塵
々
法
々
に
理
、
智
、
慈
悲
の
三
身
を
具
し
、
法
界
遍
照

し
て
三
千
依
正
無
作
の
三
身
な
り
。
仏
と
云
ふ
も
法
界
遍
照
、
衆
生
と
云
ふ
も
無
始
久
遠
な
り
。
故
に
尊
形
に
顕
し
修
因
感
果

を
為
す
と
云
ふ
は
始
覚
な
り
。
久
遠
と
は
本
覚
な
り
。
本
覚
と
云
ふ
は
三
世
遠
近
を
立
て
ず
、
三
世
一
念
に
し
て
非
近
非
遠
な

れ
ば
、
法
界
は
法
性
一
理
に
し
て
始
め
も
な
く
終
り
も
な
し
無
始
法
爾
己
己
本
分
に
し
て
、
唯
万
法
天
真
と
し
て
証
智
円
明
な

り
。
此
れ
を
本
覚
と
云
ひ
久
遠
と
云
ふ
。
不
生
を
以
て
久
と
為
す
と
釈
し
て
、
万
法
依
正
不
生
な
る
を
以
て
久
遠
と
云
ふ
。
若

し
爾
ら
ば
事
成
の
本
に
初
め
あ
っ
て
又
響
に
五
百
塵
点
と
斉
限
を
存
せ
ば
是
れ
迩
門
始
覚
の
法
な
り
。
何
程
久
々
遠
々
な
り
と

も
始
め
あ
ら
ば
始
覚
仏
な
り
。
久
遠
本
覚
の
仏
に
あ
ら
ず
。
故
に
経
に
事
成
の
本
を
ば
仮
説
な
り
と
云
て
、
是
我
方
便
諸
仏
亦

然
と
云
て
既
に
方
便
と
云
ふ
、
実
事
に
あ
ら
ず
と
聞
え
た
り
。
事
成
の
本
は
十
重
顕
本
の
中
の
破
迩
顕
本
の
一
辺
な
り
。
且
ら

く
三
乗
の
近
情
を
破
せ
ん
が
為
の
故
に
真
実
の
顕
本
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
さ
れ
ば
覚
大
師
も
彼
経
長
為
匡
破
琴
”
三
乗
ノ
近
情
↓
仮
二

説
毒
遠
事
↓
此
ノ
経
貢
破
考
ガ
顕
教
ノ
歴
劫
与
示
承
不
久
現
証
↓
と
釈
し
給
へ
り
。
此
の
釈
も
事
成
の
本
は
方
便
な
り
と
見
え
た
り
。
又

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）
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て
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入
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入
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（
訂
）

こ
こ
で
隆
師
が
引
用
す
る
文
は
、
円
珍
「
法
華
論
記
」
に
「
執
を
破
し
迷
を
遣
る
を
以
て
久
遠
の
本
を
顕
す
こ
と
を
明
か
す
。
」

（
詔
）

と
あ
り
、
「
法
華
文
句
」
如
来
寿
賦
品
釈
に
お
い
て
も
同
様
の
文
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
隆
師
は
、
「
近
情
に
執
す
る
を
破
し
以
て

久
遠
の
本
を
顕
す
。
」
と
引
用
し
て
お
り
、
そ
の
根
拠
を
円
珍
の
「
法
華
科
文
』
と
い
う
著
述
か
ら
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
法
華
科
文
」
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
所
で
あ
る
が
、
万
の
文
に
お
い
て
隆
師
は
、
塵
点
劫
解
釈
に
関
し
て
五
百
億
塵
点
劫
と
い

う
も
の
は
実
説
で
あ
り
、
仮
説
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
天
台
宗
で
は
、
塵

点
劫
を
実
説
・
仮
説
の
両
説
が
あ
り
、
実
質
的
に
は
仮
説
を
実
義
と
す
る
た
め
、
顕
本
の
実
義
は
因
果
が
な
く
無
始
無
終
で
本
有
本

来
の
法
体
と
し
て
、
三
千
依
正
無
作
の
三
身
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
久
遠
と
は
本
覚
、
本
覚
と
は
三
世
を
立
て
ず
、
三
世
一
念
に

し
て
非
近
非
遠
で
あ
る
た
め
法
界
は
法
性
一
理
に
し
て
、
始
め
も
な
く
終
わ
り
も
な
い
こ
と
を
本
覚
や
久
遠
で
あ
る
と
定
義
し
て
い

る
。
さ
ら
に
天
台
宗
で
は
、
五
百
億
塵
点
を
警
え
や
斉
限
あ
り
と
す
る
が
、
こ
れ
は
迩
門
を
中
心
と
し
た
立
場
の
始
覚
の
法
で
あ
り
、

実
事
で
は
な
い
と
し
、
事
成
顕
本
と
は
十
重
顕
本
の
破
迩
顕
本
を
指
し
、
こ
れ
は
三
乗
の
近
情
を
破
す
た
め
で
あ
り
、
真
実
の
顕
本

で
は
な
い
と
す
る
。
そ
の
証
文
と
し
て
、
円
仁
の
文
や
、
円
珍
「
法
華
科
文
」
、
智
顎
「
法
華
文
句
」
等
を
引
用
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
天
台
宗
の
著
述
は
、
事
成
の
顕
本
が
方
便
と
な
り
、
五
百
億
塵
点
劫
の
遠
寿
も
方
便
で
仮
説
で
あ
る
と

智
証
大
師
の
法
華
科
文
に
、
破
睦
執
認
ヲ
近
情
一
一
以
テ
顕
聿
久
遠
ノ
本
↓
と
云
へ
り
。
是
れ
も
五
百
塵
点
の
遠
寿
は
方
便
な
り
と
釈
し

給
へ
り
。
又
天
台
大
師
の
御
釈
も
、
然
善
男
子
我
実
成
仏
已
来
と
云
ふ
下
は
、
明
一
破
睦
執
ヲ
遺
湾
迷
ヲ
以
テ
顕
ユ
久
遠
之
本
一
と
釈

し
給
ひ
、
此
の
下
に
法
、
臂
、
合
の
三
文
あ
り
。
此
の
文
の
意
は
事
本
の
五
百
塵
数
は
所
表
の
方
便
な
り
、
無
始
無
終
非
近
非

遠
無
作
三
身
を
法
文
に
顕
し
た
り
と
釈
し
給
ひ
て
、
事
成
の
本
を
ば
是
我
方
便
と
宣
く
給
へ
り
。
経
文
、
天
台
の
御
釈
、
及
び

慈
覚
智
証
等
の
御
釈
悉
く
事
成
の
五
百
塵
点
は
方
便
な
り
仮
説
な
り
、
是
れ
五
住
煩
悩
を
表
示
す
る
な
り
、
表
示
と
云
ふ
は
仮

（
師
）

説
な
り
。
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し
、
五
住
煩
悩
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
た
め
、
隆
師
は
塵
点
劫
を
仮
説
と
す
る
証
拠
を
呈
示
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

（
三
「
阿
若
集
」
の
引
用
で
は
、
「
釈
迦
如
来
の
久
遠
は
皆
衆
生
の
一
心
の
中
に
在
り
。
」
の
文
が
見
え
、
隆
師
の
著
述
中
に
は

「
阿
若
集
」
の
文
献
名
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
引
用
文
は
、
円
珍
以
外
に
も
、
円
仁
「
義
綱
集
」
『
諸
仏
掌
中
要
決
」
、
安
然

「
真
言
教
時
義
」
、
伝
源
信
『
教
観
大
綱
」
「
万
法
甚
深
最
頂
仏
心
法
要
」
等
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。
隆
師
は
、
こ
の
文
を
も
っ

て
天
台
宗
は
三
千
塵
点
．
五
百
億
塵
点
の
因
行
と
果
徳
の
相
が
仏
果
円
満
の
上
の
長
短
一
如
の
長
短
で
あ
る
と
し
、
三
千
塵
点
も
一

念
の
全
体
で
あ
り
五
百
億
塵
点
も
半
日
刹
那
の
全
体
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
長
短
一
如
と
い
う
一
瞬
の
中
に
久
遠
が

あ
る
と
す
る
当
時
の
天
台
宗
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

以
上
、
隆
師
著
述
中
に
見
え
る
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
隆
師
は
、
円
珍
も
の
と
伝
わ
る
も
の
を
含
め
て
一

一
書
に
及
ぶ
著
述
の
引
用
が
看
取
で
き
る
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

（
二
「
阿
字
秘
釈
」
「
寿
量
品
妙
義
」
の
引
用
で
は
、
隆
師
の
著
述
中
に
「
阿
字
秘
釈
」
の
文
献
名
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま

た
、
隆
師
が
伝
源
信
「
教
観
大
綱
」
「
万
法
甚
深
最
頂
仏
心
法
要
」
を
円
珍
の
釈
と
し
て
孫
引
き
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
特

に
注
目
で
き
る
引
用
文
と
し
て
、
．
念
は
一
念
に
あ
ら
ず
、
即
ち
こ
れ
久
遠
劫
」
の
文
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
隆
師
は
、
こ

の
文
を
も
っ
て
円
珍
の
解
釈
は
理
の
久
遠
を
提
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
迩
門
の
中
の
本
門
を
指
し
た
久
遠
の
意
に
す
ぎ
な
い
と
し

て
批
判
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）
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（
四
）
「
授
決
集
」
の
引
用
で
は
、
天
台
宗
の
義
と
し
て
円
珍
の
「
授
決
集
」
を
引
用
し
、
当
宗
の
義
と
し
て
も
円
珍
と
同
じ
く
一

代
浅
深
の
次
第
と
い
う
義
に
つ
い
て
相
違
が
な
い
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
教
道
・
証
道
の
二
道
の
分
別
に
つ
い

て
は
、
『
授
決
集
」
で
は
法
華
円
教
を
証
道
、
蔵
・
通
・
別
三
教
を
教
道
と
す
る
こ
と
は
あ
く
ま
で
も
所
詮
で
あ
り
、
教
相
と
観
心

に
つ
い
て
迷
い
が
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

（
五
）
「
円
多
羅
義
集
」
の
引
用
で
は
、
「
法
華
玄
義
」
に
説
か
れ
る
大
綱
三
種
に
つ
い
て
、
「
円
多
羅
義
集
」
の
説
を
日
蓮
義
を

も
っ
て
解
釈
を
加
え
る
こ
と
で
、
大
綱
の
三
教
は
現
在
迩
中
の
大
綱
で
あ
り
、
権
実
の
大
綱
を
指
す
と
す
る
隆
師
自
身
の
主
張
と
相

違
は
な
い
と
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
華
経
の
四
要
品
に
提
婆
達
多
品
を
加
え
る
説
と
し
て
、
提
婆
達
多
品
は
悪
人
・
女
人
の
即

身
成
仏
を
明
か
す
た
め
と
す
る
「
円
多
羅
義
集
」
の
説
を
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
折
伏
の
行
相
に
つ
い
て
は
、
不
軽
菩
薩
を
大

悲
菩
薩
と
名
付
け
る
こ
と
は
、
釈
尊
が
法
華
経
本
門
八
品
を
説
い
て
上
行
菩
薩
に
付
嘱
し
、
上
行
菩
薩
か
ら
日
通
聖
人
へ
と
付
嘱
さ

れ
る
こ
と
が
折
伏
の
行
相
で
あ
り
、
「
円
多
羅
義
集
」
の
引
用
文
を
も
っ
て
折
伏
の
行
相
を
よ
り
明
確
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

が
理
解
で
き
る
。

（
六
）
そ
の
他

乗
、
権
教
よ
り
垂

ハ
）
そ
の
他

と
し
て
の
引
用
が
窺
え
る
。

（
三
）
「
法
華
論
記
」
の
引
用
で
は
、
隆
師
が
台
密
批
判
を
す
る
場
合
と
、
日
蓮
義
の
立
場
よ
り
解
釈
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
注
目

で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
大
乗
・
小
乗
の
意
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
合
、
円
珍
は
迩
門
の
中
の
権
実
判
の
立
場
で
あ
る
た
め
、
い
ま

だ
に
仏
意
の
真
意
を
捉
え
て
い
な
い
不
完
全
な
説
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
一
方
、
塵
点
劫
解
釈
の
問
題
に
つ
い
て
、
「
法
華
論

記
」
の
一
文
を
日
蓮
義
を
も
っ
て
解
釈
を
加
え
る
こ
と
で
、
五
百
億
塵
点
劫
に
斉
限
あ
り
と
す
る
立
場
を
批
判
す
る
た
め
の
一
要
素

の
著
述
引
用
と
し
て
、
「
辞
支
仏
集
』
で
は
、
天
台
宗
の
義
と
し
て
麟
嶮
独
覚
は
、
仏
の
所
に
来
て
、
小
乗
よ
り
大

権
教
よ
り
実
教
、
迩
門
よ
り
本
門
へ
と
帰
依
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
隆
師
は
、
騏
嶮
独
覚
の
今
日
得
脱
を
実
現
し
た
根
本

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）
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は
、
あ
く
ま
で
久
遠
下
種
に
よ
る
成
仏
を
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
円
珍
を
批
判
し
て
い
る
。
「
玄
義
略
要
」
で
は
、
蓮
華
の

八
葉
は
八
教
を
表
す
と
い
っ
た
文
を
引
用
し
、
隆
師
は
円
珍
の
「
玄
義
略
要
』
に
説
か
れ
る
一
文
を
日
蓮
義
を
盛
り
込
ん
で
解
釈
す

る
こ
と
で
、
蓮
華
の
八
葉
と
妙
法
五
字
の
関
係
性
に
つ
い
て
定
義
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
法
華
嘱
累
問
答
」
で
は
、
三
変
土

田
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
面
に
お
い
て
、
隆
師
は
三
変
土
田
の
時
は
分
身
諸
仏
を
座
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
霊
山
を
移
す
も

の
で
は
な
い
と
定
義
し
、
こ
の
説
を
補
強
す
る
た
め
に
、
円
珍
の
「
法
華
嘱
累
問
答
」
を
あ
え
て
引
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

引
用
は
、
助
証
と
し
て
は
「
法
華
嘱
累
問
答
」
を
引
く
こ
と
は
容
認
し
つ
つ
、
公
場
対
決
の
場
で
は
本
書
の
引
用
を
控
え
る
べ
き
で

あ
る
と
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
『
講
演
法
華
儀
」
の
引
用
で
は
、
本
門
円
戒
の
機
根
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
引
用
が
見
ら
れ
、

『
講
演
法
華
儀
」
の
文
を
受
け
て
隆
師
は
、
円
珍
の
説
を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
日
蓮
義
の
立
場
か
ら
、
二
種
の
機
根
の
中
に
お

い
て
、
信
心
を
も
っ
て
入
る
者
を
正
意
と
し
、
信
心
に
入
る
名
字
即
の
人
を
本
門
円
戒
の
戒
の
機
根
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

『
法
華
科
文
」
は
円
珍
の
著
述
に
は
確
認
で
き
ず
、
「
添
品
法
華
科
文
」
の
可
能
性
や
他
の
天
台
宗
諸
師
の
「
法
華
科
文
」
を
孫
引
き

し
た
可
能
性
が
推
察
で
き
る
。
隆
師
は
天
台
宗
の
義
と
し
て
、
五
百
億
塵
点
を
警
え
や
斉
限
あ
り
と
す
る
主
張
に
対
し
、
こ
の
主
張

は
迩
門
の
始
覚
の
法
で
あ
り
、
実
事
で
は
な
い
と
し
、
事
成
顕
本
と
は
十
重
顕
本
の
破
迩
顕
本
を
指
し
、
こ
れ
は
三
乗
の
近
情
を
破

す
た
め
で
あ
り
、
真
実
の
顕
本
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
の
証
文
と
し
て
、
円
仁
の
文
や
、
円
珍
「
法
華
科
文
」
、
智
顎
「
法
華
文

句
」
等
を
引
用
が
看
取
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
天
台
宗
の
著
述
は
、
事
成
の
顕
本
が
方
便
と
な
り
、
五
百
億
塵
点
劫
の
遠
寿

も
方
便
で
あ
る
た
め
仮
説
と
し
、
五
住
煩
悩
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
隆
師
は
、
諸
文
献
を
提
示
す

る
こ
と
で
、
塵
点
劫
を
仮
説
と
す
る
証
拠
を
呈
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
隆
師
の
著
述
中
に
お
い
て
、
円
珍
の
著
述
と
見
ら
れ
る
箇
所
を
概
観
す
る
と
、
円
珍
の
著
述
名
を
挙
げ
て
批
判
・

解
釈
す
る
場
合
や
、
著
述
名
を
挙
げ
ず
一
文
の
み
を
引
用
す
る
と
い
っ
た
方
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
引
用
方
法
は
多
岐
に
渡

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
潔
立
晋
）
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る
。
し
か
も
、
円
珍
の
説
と
し
て
引
用
し
な
が
ら
も
、
そ
の
引
用
箇
所
は
他
師
の
著
述
か
ら
の
孫
引
き
や
写
本
に
よ
る
引
用
の
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
る
た
め
、
直
ち
に
円
珍
の
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
は
早
計
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
隆
師
は
、
円
珍
の
説
を
容
認
す

る
箇
所
は
確
か
に
存
在
す
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
智
顎
や
湛
然
に
よ
る
教
義
解
釈
か
ら
離
れ
た
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
こ

と
が
理
解
で
き
よ
う
。

（
２
）
隆
師
の
塵
点
劫
解
釈
に
お
け
る
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
隆
の
塵
点
劫
解
釈
に
つ
い
て
の
一
考
察
ｌ
智
証

大
師
円
珍
批
判
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
「
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
」
第
四
○
号
、
二
○
一
三
年
）
に
お
い
て
少
し
く
考
察
し
て
き
た
。

（
３
）
島
地
大
等
「
天
台
教
学
史
」
（
明
治
書
院
、
一
九
二
九
年
、
中
山
書
房
、
一
九
七
一
年
再
版
）
三
二
三
頁
以
下
。

（
４
）
上
杉
文
秀
『
日
本
天
台
史
正
」
（
破
塵
閣
瞥
房
、
一
九
三
五
年
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
二
年
再
版
）
三
一
六
頁
以
下
。

（
５
）
浅
井
側
道
「
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
」
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
三
年
）
三
七
六
頁
。

（
６
二
付
壼
作
成
に
際
し
、
中
華
電
子
仏
典
協
会
『
８
国
夢
ｇ
星
、
望
胄
「
大
正
新
修
大
蔵
塗
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ニ

（
１
）
円
仁
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
隆
聖
人
に
み
る
慈
覚
大
師
円
仁
批
判
に
つ
い
て
」
二
桂
林
学
叢
」
第
二
五
号
、
二

○
一
四
年
）
、
安
然
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
隆
に
み
る
五
大
院
安
然
批
判
に
つ
い
て
の
一
考
察
ｌ
「
真
言
宗
教

時
義
」
批
判
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
六
三
巻
二
号
、
二
○
一
五
年
）
、
拙
稿
「
日
隆
教
学
に
み
る
台
密

批
判
’
五
大
院
安
然
の
著
述
引
用
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
「
大
崎
学
報
」
第
一
七
一
号
、
二
○
一
五
年
）
に
お
い
て
少
し
く
検
討

し
て
き
た
の
で
参
看
さ
れ
た
い
。

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）
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○
一
五
年
度
版
、
興
風
談
所
編
「
統
合
シ
ス
テ
ム
」
二
○
一
五
年
度
版
等
を
参
考
と
し
た
。

『
仏
書
解
説
大
辞
典
」
（
大
東
出
版
社
、
一
九
三
三
’
一
九
三
五
年
）
第
一
巻
八
頁
以
下
。

「
仏
書
解
説
大
辞
典
」
第
五
巻
二
八
頁
に
は
書
名
の
み
確
認
で
き
る
。

叡
山
学
院
編
『
恵
心
僧
都
全
集
」
（
比
叡
山
図
書
刊
行
所
、
一
九
二
七
年
）
第
三
巻
五
四
六
頁
。

仏
書
刊
行
会
編
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
（
仏
書
刊
行
会
、
一
九
一
二
年
’
一
九
二
二
年
、
以
下
『
仏
全
」
）
第
三
三
巻
三
○
頁
ａ
。

「
原
文
対
訳
日
隆
聖
人
全
集
」
「
原
文
対
訳
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」
（
御
聖
教
刊
行
会
、
一
九
二
五
’
一
九
三
四
年
初
版
、
日
蓮
聖

人
御
降
誕
奉
讃
会
、
一
九
七
○
’
一
九
七
一
年
再
版
。
以
下
「
隆
全
」
）
第
五
巻
三
五
頁
以
下
。

「
日
隆
聖
人
御
聖
教
」
（
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
会
、
一
九
五
五
年
’
一
九
八
二
年
、
以
下
「
隆
教
」
）
第
二
巻
三
○
頁
以
下
。

高
楠
順
次
郎
編
「
大
正
新
修
大
蔵
経
」
（
大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
二
四
’
一
九
三
二
年
、
以
下
「
正
蔵
」
）
第
九
巻
四
○

頁
ａ
。

財
団
法
人
鈴
木
学
術
財
団
編
『
増
補
改
訂

「
日
蔵
」
第
七
九
巻
三
二
頁
ｂ
・

「
日
蔵
」
第
七
九
巻
三
二
頁
Ｌ

「
正
蔵
」
第
七
五
巻
三
八
四
言

「
仏
全
」
第
三
三
巻
二
四
頁

「
仏
書
解
説
大
辞
典
」
第
壺

「
恵
全
』
第
三
巻
五
四
六
頁
。

『
隆
聖
」
第
一
巻
三
九
四
頁
Ｍ

「
仏
全
」
第
三
三
巻
二
四
頁

第
一
巻
三
九
四
頁
以

第
七
五
巻
三
八
四
頁

第
一
巻

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

下。

第
三
三
巻
二
四
頁
ａ
、
「
正
蔵
」
第
七
五
巻
三
七
七
頁
ｂ
。

ｂ・

第
三
三
巻
二
四
頁
ａ
。

二
一
頁
以
下
。

日
本
大
蔵
経
」
（
講
談
社
、
一
九
七
六
年
、
以
下
「
日
蔵
」
）
第
七
九
巻
四
三
頁
ａ
。
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（
型
）
「
日
蓮
所
立
本
門
法
華
宗
五
時
四
教
名
目
見
聞
」
（
本
門
仏
立
宗
宗
立
仏
立
教
学
院
、
一
九
六
三
年
、
以
下
「
名
目
見
聞
」
）
二
九
六

（
犯
）
「
隆
教
」
第
四
巻
一
六
六
頁

（
認
）
「
仏
書
解
説
大
辞
典
」
第
一

本
門
思
想
史
」
三
九
一
頁
。

六
六
頁

一
仏
書
解
説
大
辞
典
」
第
五
巻
一
○
七
頁
以
下
。
上
杉
文
秀
『
日
本
天
台
史
正
」
三
○
七
頁
。
浅
井
圓
道
「
上
古
日
本
天
台

本
門
思
想
史
」
三
九
一
頁
以
下
。

「
隆
教
」
第
三
巻
四
三
四
頁
以
下
。

頁
以
下
。

『
隆
教
」
第
四
巻
二
六
六
頁
以
下
。

「
仏
書
解
説
大
辞
典
」
第
一
巻
三
一
四
頁
以
下
。

「
名
目
見
聞
」
七
九
頁
。

「
隆
教
」
第
一
巻
四
○
九
頁
。

「
隆
教
」
第
四
巻
一
九
八
頁
。

「
隆
教
」
第
四
巻
一
九
七
頁
。

『
隆
教
」
第
四
巻
一
九
九
頁
。

『
仏
書
解
説
大
辞
典
」
第
五
率

本
門
思
想
史
」
三
九
一
頁
以

「
隆
教
」
第
三
巻
四
三
四
頁
Ｍ

「
隆
教
」
第
三
巻
四
三
四
頁
。

「
隆
教
」
第
四
巻
二
六
四
頁
。

「
隆
教
」
第
四
巻
二
六
五
頁
。

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

以
下
。

」
第
一
○
巻
九
二
頁
以
下
、
上
杉
文
秀
「
日
本
天
台
史
正
」
三
○
七
頁
、
浅
井
圓
道
「
上
古
日
本
天
台
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「
正
蔵
」
第
三
三
巻
八
○
六
舌

「
維
摩
経
略
疏
」
二
正
塵
第

『
隆
全
』
第
一
巻
五
三
三
頁
。

「
隆
全
」
第
一
巻
五
三
三
頁
Ｎ

「
法
華
宗
全
書
日
隆
１
」
（

「
仏
書
解
説
大
辞
典
」
第
九
率

『
隆
教
」
第
二
巻
一
六
三
頁
。

「
隆
教
」
第
二
巻
一
六
四
頁
。

「
仏
書
解
説
大
辞
典
」
第
一
云

『
隆
教
」
第
四
巻
三
九
一
頁
。

「
仏
書
解
説
大
辞
典
」
第
一
（

「
隆
全
」
第
六
巻
六
五
六
頁
。

「
隆
全
」
第
六
巻
六
五
五
頁
。

「
仏
書
解
説
大
辞
典
」
第
一
壼

上
杉
文
秀
「
日
本
天
台
史

「
隆
全
」
第
二
巻
八
六
頁
。

円
珍
の
『
添
品
法
華
科
文
」

第
三
三
巻
八
○
六
頁

第
一
巻
五
三
三
頁
以

第
三
巻

第
一
○

第
三
巻

「
名
目
見
聞
」
七
七
頁
。

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

ａ・

略
疏
」
（
「
正
蔵
」
第
三
八
巻
七
○
八
頁
ｂ
）

下。

全
書
日
隆
１
」
（
東
方
出
版
、
一
九
九
九
年
）
一
五
頁
。

説
大
辞
典
」
第
九
巻
一
七
二
頁
。
浅
井
間
道
「
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
」
三
九
六
頁
。

三
九
九
頁
。

口
史
正
」
三
○
七
頁
以
下
。

巻
七
八
頁
。
浅
井
間
道
「
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
」
三
九
四
頁
以
下
。

一
九
七
頁
以
下
。
浅
井
圓
道
「
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
三
九
四
頁
。

が
確
認
で
き
る
目
録
等
と
し
て
、
尊
通
「
智
証
年
譜
」
（
「
仏
全
」
第
二
八
巻
一
三
九
○
頁
ｂ
）
、
祖

の
こ
と
か
。
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（
弱
）

徳
「
撰
目
類
聚
」
二
仏
全
」
第
二
八
巻
一
四
一
二
頁
ａ
、
一
四
一
五
頁
ｂ
、
一
四
二
五
頁
ａ
）
、
敬
光
「
唐
房
行
履
録
」
（
「
仏
全
」

第
二
三
巻
三
一
○
頁
ｂ
、
三
五
一
頁
ａ
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

日
本
天
台
宗
諸
師
に
見
え
る
「
法
華
科
文
」
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
『
仏
書
解
説
大
辞
典
」
第
一
○
巻
二
九
頁
、
五
六
頁
に
お

い
て
、
源
信
「
法
華
経
科
文
」
「
法
華
科
文
」
、
行
賀
「
法
華
科
文
」
の
存
在
が
確
認
で
き
、
「
昭
和
現
存
天
台
書
籍
総
合
目

録
」
上
巻
七
頁
、
一
三
頁
で
は
、
玄
朗
『
法
華
科
門
」
、
源
信
「
法
華
科
門
」
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
「
補
訂
版
国
書
総

目
録
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
’
一
九
九
一
年
）
第
七
巻
三
四
三
頁
で
は
、
行
賀
「
法
華
科
文
」
が
見
え
る
。

『
隆
教
」
第
一
巻
四
四
六
頁
以
下
。

「
仏
全
」
第
二
五
巻
二
六
二
頁
ａ
。

「
正
蔵
」
第
三
四
巻
一
三
○
頁
ａ
。

日
隆
聖
人
の
著
述
に
み
る
智
証
大
師
円
珍
の
著
述
引
用
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）
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